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   ◎開議宣告 

〔ブザー〕 

 定刻でございます。本日の会議は全員出席でございます。18名であります。定足数に達し

ておりますので、本日の会議を開きます。 

（午前９時００分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎会議録署名議員の指名 

○議長（松岡光義君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第80条の規定により、議長において13番 飯田洋君、

14番 渡辺光明君を指名します。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎一般質問 

○議長（松岡光義君） 日程第２、一般質問を行います。 

 今定例会の一般質問は、海津市議会会議規則第56条のただし書き及び第57条の規定により、

議員１人当たりの質問・答弁の時間を40分以内とし、これを許可します。 

 それでは、通告書を受理した順に発言を許可します。なお、質問者、答弁者は、初めに壇

上にて行い、再質問があった場合は自席にてお願いいたします。 

 再質問には議員各位の議席番号を省略させていただきますので、御了解願います。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 山 田   武 君 

○議長（松岡光義君） 最初に、２番 山田武君の質問を許可します。 

〔２番 山田武君 登壇〕 

○２番（山田 武君） 皆さん、おはようございます。傍聴者の皆様方、早朝より大変御苦労

さんでございます。 

 最初に、このたび東日本大震災におきまして多くの犠牲者の方、また、被災されました方

には心より御冥福並びにお見舞い申し上げます。 

 それでは、平成23年第１回定例会において議会規則第62条第２項の規定により、通告どお

り一般質問をさせていただきます。平成23年３月15日、山田武。海津市議会議長様。 

 要旨。荒廃農地増加防止対策、要は農地の荒地対策ということでございます。質問相手、

松永市長様。 

 質問内容といたしまして、特に海津市南濃町中山間地においての質問をさせていただきま

す。 

 中山間地は、地元の先祖が生き抜くために長い間、原野、山林を切り開き田畑であります。
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その田畑は、主にして柿やミカン、また、野菜等を栽培されています。中でも柿は生産量で

は本巣の柿には及ばないが、味覚においては南濃の柿のほうが上回っているのではないかと

いう市場関係者の間では評判になっております。 

 また、ミカン栽培につきましては、南濃町の風土の条件には大変適している、日本のミカ

ン栽培の最北端としても有名であります。その柿やミカンを熱心に栽培されている農家の

方々が今なおたくさんみえます。しかし、最近は丹精込め栽培されているすぐ隣に手のつけ

られなくなった荒地があります。さらにその荒廃農地化が年々ふえ続け、深刻な問題になろ

うとしています。このような事態は、生産者はもとより海津市にとっても大きな損失ではな

いかと考えます。 

 中山間地所有者が農地を手放せば１年で雑草地になり、２年で雑木が生い茂り、５年も放

置すれば手のつけられないほど雑木林になってしまいます。また、こうなると病害虫の発生

の源にもなり、隣地の生産保全は大変難しいことになります。これは生産者の士気を半減さ

せる要因ではないでしょうか。 

 このような荒廃農地化を食いとめる対策を考えていただきたいと思います。なぜこのよう

な現象になったかの原因を調べてみますと、まず１つは後継者がいないから、生産物の収益

が上がらないから採算がとれない、品質が不良等々、また、収穫間際に鳥獣に根こそぎ食い

荒らされて大きな被害をこうむる、以上のような理由によって、この地域の生産は減尐し、

荒廃農地になるのを加速しているのではないでしょうか。中でもイノシシの被害は、夜間、

樹木を倒し、枝を折り、想像を絶するほどの被害です。地元では電気さくを設置するなどの

対策を講じておりますが、100％の効果を期待できるものでもありません。農家として生計

を立ててみえる方もたくさんみえます。個々の力では限りもあります。行政としてこの問題

に取り組んでいただけないでしょうか。 

 先日も私のもとに１通の手紙が届きました。内容は一生懸命つくった作物を全部イノシシ

や鳥に食べられてしまった。毎年何をつくっても同じことで収穫ができない。大切な農地で

す。収穫ができるようにしてほしい。これ以上荒地農地がふえないように議会で考えてくだ

さいというものでございました。山間地では水田のように大型営農組織は望めませんが、横

のつながりを密にし、指導を受けたり話し合う機会を設けたりする中心的な役割を行政が担

っていただきたいと思います。海津市の貴重な産業である農業のさらなる活性化を図るため

に防止対策をどのように考えてみえるのか市長様のお考えをお尋ねいたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（松岡光義君） 山田武君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 
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○市長（松永清彦君） 山田武議員の御質問にお答えする前に、３月11日14時46分、東日本で

想像を絶する災害がございました。亡くなられた皆様方に心から御冥福をお祈り申し上げる

と同時に、まだ見つかっていない方々の救命が速やかに行われることを願っております。未

曾有の国難でありますので、国力総力を挙げて復興するということが大事だろうと思ってお

ります。そのためには国民一人一人がまずできることから努力していくと、私自身もそのよ

うな決意をいたしております。市民の皆様におかれましても、よろしくお願いを申し上げた

いと思います。 

 それでは、山田武議員の荒廃農耕地増加防止対策についての御質問にお答えします。 

 農地は農業生産にとって最も基本的な資源であることはもとより、農地を利用した農業生

産活動の維持は、水源の涵養、洪水の調整など市土保全のための多目的機能の維持に貢献し

ているものであります。 

 海津市は、農業を基幹産業として発展してきました。議員が申されますとおり、南濃町地

域の中山間地域におきましては、農業従事者の減尐と高齢化の進行、農産物価格の低迷によ

り担い手の意欲をそぎ、担い手の不足などにより荒地となっている土地が見受けられます。

病害虫の発生や有害鳥獣の隠れ場となり、近隣の農作物への被害、景観の悪化など様々な問

題が発生しています。 

 海津市においては、効率かつ安定的な農業経営を目指しまして、経営改善に取り組む担い

手の確保、育成支援、耕作放棄地対策のため、海津市担い手育成総合支援協議会が事務を実

施し、耕作放棄地再生利用対策に取り組むための相談窓口を農林振興課に設けております。

耕作ができなくなった農家の方々の農地について、農業委員会農地利用集積円滑化団体であ

る西美濃農業協同組合、農事改良組合等の農業関係団体と連携を密にし、農地の賃借の促進、

効率的な利用を進めるため国・県の補助制度、融資制度を積極的に活用した支援措置が現場

で活躍する担い手に十分周知、活用されるよう情報提供を図ってまいります。 

 また、平成22年度から始まりました中山間地域等直接支払い制度の第３期対策では16の集

落組織づくりがされ、農地の管理、農道の管理、水路の管理、隣地草払い、鳥獣害対策を行

い、農業生産活動を継続する集落の共同活動に取り組み、耕作放棄地の削減に努力されるな

どの活動がなされています。平成23年度におきましても、新たに取り組む集落組織の掘り起

こし、営農組織の立ち上げ等のための地域座談会、研修会等を西美濃農業協同組合等と連携

し、今後開催しながら制度のＰＲ活動を図ってまいります。 

 また、鳥獣害対策につきましては、前定例会の折の一般質問の際にも答弁させていただき

ましたように、海津市鳥獣被害防止計画を定め、防護、追い払い、捕獲などの総合的な被害

防止対策に取り組み、今後は海津市有害鳥獣被害防止対策協議会を設置し、地域が一体とな

った防止対策に取り組み、農作物への被害の削減を図り、また、耕作放棄地対策も同時に担
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うことができる組織として活動できますよう関係機関、関係者の皆様と御相談申し上げ、体

制づくりに努めてまいります。 

 以上、山田武議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔２番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 山田武君。 

○２番（山田 武君） 今、電気柵の件につきまして、市長さんからもお話をお聞きいたしま

した。先だっての予算委員会のときにも電気柵等々のことにつきましてはお聞きしておりま

す。 

○議長（松岡光義君） マイクをちょっと近づけてください。 

〔「聞こえません」と呼ぶ者あり〕 

○２番（山田 武君） すみません。電気柵等々につきましては、我々も合併以前からうちの

地域としては区全体としてやっております。大変効果もございます。しかし、その中で脱落

者とかあるいは体力の問題とか採算割れとか家庭の事情等々においてやめられる方があると、

もうその隣からみるみるうちに農地はだめになっていくというのが今、中山間地の現状でご

ざいます。 

 しかし、これを何とか食いとめなきゃならん。また、反面、隣の人と話し合って上手にそ

の土地を借りて栽培されている方もみえます。そういう方はまれでございますけれども、荒

れて、もう荒廃となってからそういうことが使ってくれとかいろんな問題が出るけれども、

遼遠の間にはなかなかそういう問題が出ないもので、こういうことになるのかと思いますけ

れども、やはりそれにつきましては相談窓口というものがあるといいのかなと私たちは思っ

ておりますし、また、うちのほうにおきましても、だれかがこのようなこの土地をつくって

くれんか、栽培してくれんか、そういう話も聞きますもので、それはやっぱり行政として、

あるいは農協か行政かどちらかがやっていただけるとこういうことが減るのではないかと思

いますが、そういう相談窓口というもの、相談する場とか話を聞く場とかまとめる場という

ものをつくっていただくというような方針はないものですかということをお尋ねいたします。 

○議長（松岡光義君） 産業経済部長 大倉明男君。 

○産業経済部長（大倉明男君） ただいまの御質問ですけれども、先ほど市長のほうからも答

弁をいたしましたけれども、海津市担い手育成総合支援協議会というのを設けておりまして、

そこの中で耕作放棄地の再生利用対策を講ずるということで農林振興課に相談窓口を設置し

ております。それに加えまして、私ども行政と農業委員会あるいは農業協同組合等、関係機

関等も連絡を調整しながらそういった対策は講じておりますけれども、そういった今のよう

な状況があれば行政のほうあるいはＪＡのほうへでも御相談をいただければ、またその対策
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が見つかるのではないかなというふうに思いますので、そのように地域の方々にまた御周知

をいただければ大変ありがたいなというふうに思います。よろしくお願いをいたします。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔２番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 山田武君。 

○２番（山田 武君） ありがとうございます。私も生産者でございます。確かに採算も合わ

ないときもあると思いますし、それにしても最近、本当にひどく荒地がふえつつあるという

のが現状でございますので、だれもが豊作を願っていることは当然でございますが、これ以

上ふえないようにということを私は願っております。どうかこの窓口をしっかり知らない方

がたくさんあると思いますので、そういうことを大々的に、大々的にといったらおかしいで

すけれども、海津の水田のように大型営農はとても望めませんけれども、荒地にならないよ

うにということを願ってやっておりますので、そういうことを皆さん方に伝えていただくこ

とをひとつ切にお願いいたしまして、一般質問を終わらせていただきます。どうもありがと

うございました。 

○議長（松岡光義君） 御苦労さまでした。これで山田武君の一般質問を終わります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 六 鹿 正 規 君 

○議長（松岡光義君） 続きまして、５番 六鹿正規君の質問を許可します。 

〔５番 六鹿正規君 登壇〕 

○５番（六鹿正規君） 一般質問に入る前に、やはり先の大きな被害をもたらした東日本大震

災、私どもの町においても義援金の受付を行っていただけるそうです。よろしく御協力をい

ただければ幸いと思います。 

 それでは、一般質問に入ります。 

 平成23年第１回定例会において、下記の事項について一般質問を行いますので、会議規則

第62条第２項の規定により通告をいたします。海津市議会議長様。 

 質問の要旨いたしまして、第１点、海津市総合庁舎整備事業延期について。２点目、駒野

工業団地延期について。３番目、南濃中学、城南中学統合延期について。４番目、市長の給

与退職金減額について。 

 私は、平成21年９月の市議会議員選挙で無投票当選をさせていただきました。以来、幾度

となく庁舎問題について質問をしてまいりました。南濃、平田庁舎を市民局として残し、合

併前と変わらない市民サービスができるようにしてはどうか。また、増築計画と南濃、平田

庁舎の今後に関する計画を同時進行すべきであると。しかし、２月21日に開催された全員協

議会の中で、庁舎建設の延期、先送りの発表、また、後で質問をいたしますが、駒野工業団
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地の２年延期の発表、建設に反対の声が多い総合庁舎、議会で決まったことだから早く建設

をすればいい、特例債の活用に前向きな考え、また、特例債活用に対し、慎重な考えが交差

している中、突然の延期先送りの決定、なぜですか。ここに至るまでの経緯をお尋ねします。

また、今後どのように進めるのかお尋ねをいたします。 

 次に、駒野工業団地の２年延期についても同様のお尋ねをします。 

 次に、南濃中学校、城南中学校統合延期についてお尋ねをいたします。 

 平成17年の合併時、旧南濃町の３中学を統合するという方針を引き継ぎ、平成19年に市議

会が統合計画を盛り込んだ市小中学校設置条例改正案を可決、計画に沿い、平成19年度末に

は養南中学は廃校しました。延期の正式決定には議会で条例改正が必要であります。先に閉

校された養南中北部の皆様方に説明、御理解はいただいているのですか。市民の中には学校

問題は海津市全体を眺めて考えることが大事だという声も多い。延期期間は未定、今後無責

任な先送りにするのではないかお尋ねをいたします。 

 次に、市長の給与減額についてお尋ねいたします。 

 名古屋市長が打ち出した市長自身の給与大幅減額、また、岐阜県内においても首長給与の

減額見直し、松永海津市長、あなたはどうしますか。給与退職金の減額見直しは考えるつも

りはないのかお尋ねをいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（松岡光義君） 六鹿正規君の質問に対する市長及び教育長の答弁を求めます。 

 初めに、市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 六鹿正規議員の海津市統合庁舎整備事業延期についての御質問にお答

えします。 

 現在の統合庁舎建設計画は、昨年の定例議会の折々の一般質問の際に御答弁させていただ

きましたように、市長の諮問機関であります海津市統合庁舎検討懇談会並びに市議会庁舎検

討特別委員会におけます議論の結果を第一義として進めてきているものであり、事業の詳細

については統合庁舎整備特別委員会にて御説明させていただいたところであり、御理解いた

だいているものと拝察します。 

 現在は、今年度の事業として実施設計の完了を急いでいる最中であります。六鹿議員が申

されますように、当初計画をしておりました統合庁舎整備事業の着手時期としましては、平

成23年度より合併特例債または公共施設整備基金を活用しながら着手することとしておりま

した。また、着手に至っては昨年の第３回定例会の庁舎関連の一般質問においても御答弁さ

せていただきましたように、常に財政シミュレーションを繰り返しながら財政を健全に保っ

ていくと答弁させていただいております。 

 このような経緯を踏まえまして、23年度予算編成に着手しましたところ、市税収入が大き
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く減収となる予算見積もりの中での予算編成となり、さきの本議会における予算説明の折に

も申し上げましたように、23年度予算は健康や福祉事業に重点を置き、大規模事業に当たっ

ては、予算の平準化を図る意味でも優先度を見極めながら、城南中学校体育館の建てかえな

ど教育施設整備を優先し取り組むこととし、統合庁舎整備につきましては、１年先送りする

こととしたわけであります。 

 今後につきましては、24年度中に事業着手し、合併特例債の借り入れ最終年度の26年度中

の完成を目指し、３カ年計画で進めてまいる所存であり、御理解賜りますようお願い申し上

げます。 

 ２点目の駒野工業団地の期間延長についての御質問にお答えします。 

 駒野工業団地開発事業は、海津市と岐阜県土地開発公社との協定により事業期間を平成20

年度から平成23年度までと定めています。期限の平成23年度が目前に迫る中、これまでに地

元関係者の皆様への事業説明、測量、地質調査、用地の一部取得、公共残土の仮置き、国・

県関係機関との事前協議、埋蔵文化財の試掘調査などを進めてまいりました。 

 本年度は国道258号へ道路を取りつけるため、岐阜国道事務所、岐阜県公安委員会の担当

部署との事前調整を行い、公共残土につきましては、木曽川上流河川事務所、岐阜国道事務

所から相当量の受け入れを予定しておりました。また、これらと並行して、都市計画法に基

づく開発協議に必要な地元の同意をいただくため、関係する皆様へ本事業の説明をさせてい

ただきました。 

 しかしながら、地元の御同意がいただけないまま12月が過ぎ、予定していた公共残土の受

け入れは断念せざるを得ない事態となってしまいました。このため、本年１月25日に岐阜県

土地開発公社と事務レベルの協議を行い、事業期間を２年間延長しなければ完成のめどが立

たないという結論に至り、２月21日開催の議会全員協議会で御報告をさせていただいた次第

であります。延長期間を２年間とした根拠は、公共残土の確保が不明確であることが最大の

理由でありますが、期間を２年間延長するからといって事業完了を２年間延ばすという考え

ではなく、一日でも早く完成させるという方針であることは言うまでもございません。 

 また、今後の進め方につきましては、まず地元関係者の同意をいただくことが最優先でご

ざいます。同意をいただき次第、用地の購入、開発協議等を進め、公共残土の確保に向けて

は、既に国・県の関係機関へお願いをしているところでございますが、具体的な受け入れ時

期、搬入量などの調整を行ってまいります。 

 ２年間の期間延長につきましては、新年度に入りましたら債務負担行為の期間変更をお願

い申し上げ、お認めいただきましたら、岐阜県土地開発公社と協定期間の延長手続を進めた

いと存じます。期間内の早期完成、早期売却に努めてまいりますので、御理解賜りますよう

お願い申し上げます。 
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○議長（松岡光義君） 次に、教育長 平野英生君。 

〔教育長 平野英生君 登壇〕 

○教育長（平野英生君） 六鹿正規議員の南濃中学校、城南中学校統合延期についての御質問

にお答えいたします。 

 御承知のとおり、海津市及び海津市教育委員会では、南濃町地内３中学校統合基本計画に

基づいて事業を進めてまいりました。平成18年度から平成21年度までの前期計画期間には３

校統合中学校の統合基本計画報告書を作成し、用地買収等を進めてきましたほか、平成20年

４月１日には養南中学校と城山中学校を統合して城南中学校がスタートしました。平成22年

度から25年度までの後期計画では、城南中学校と南濃中学校の統合を平成26年４月１日とし、

敷地の造成、建築工事を順次進めていたところでございます。 

 御質問の下多度地区の人たちの理解をいただいているのかとの御質問でございますが、今

後御理解を得ることができますよう最大限の努力をしてまいりたいと存じます。このほど教

育委員会では回答書を石津代表者会に手渡しました。南濃中学校と城南中学校の統合計画に

つきましては、平成26年４月１日施行となっているところですが、当教育委員会としまして

は、今後延期する方向で市長、議会等関係機関と調整を図っていきますと回答いたしました。

その理由といたしましては、１つ目に学校経営は地域の協力があってこそ成り立つものであ

り、地域住民が反対である現状を考えると望ましい学校経営が期待できないこと。２つ目に

尐子化が予想をはるかに上回るスピードで進行しており、このまま推移すれば近い将来に再

び再編、そういったものが迫られる可能性があること。３つ目に現時点において通学に大き

な課題があること。４つ目に統合された場合に石津地区から日新中学校へ進学したいとの声

が尐なからずあり、地域がばらばらになる可能性があることなどがあります。 

 海津市全体を眺めて中学校の適正配置を考えることも必要であるととらえており、そのあ

り方を研究していきたいと考えております。なお、今後は延期期間を検討していくことなど

次なるステップに移行していきたいと考えており、責任を持った対忚に努めていきますので、

議員各位におかれましては、御理解をいただき、適切なる御指導をいただきますようお願い

いたします。 

○議長（松岡光義君） 次に、市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 六鹿正規議員の南濃中学校、城南中学校統合延期についての御質問に

お答えいたします。 

 このほど教育委員会では統合計画延期の方向性を示されました。本件につきましては、そ

の都度教育長より報告を受けてまいりましたし、石津代表者会の皆様とも面会し、お話をし

てまいりました。実際に統合を延期するためには条例の改正が必要となりますが、今後教育
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委員会の結論に基づき、条例改正のための議案を提案するなど対忚に努めてまいりますので、

議員各位におかれましては御理解いただけますようお願いいたします。 

 ４点目の市長の給与退職金減額についての御質問にお答えいたします。 

 給料につきましては、今後海津市を取り巻く環境や他市の動向等を踏まえ、岐阜県内の類

似団体の額を客観的な指標として適時適切に海津市特別職報酬等審議会を開催し、意見を聞

き、対忚してまいります。また、退職手当につきましては、岐阜県市町村職員退職手当組合

が退職手当の積み立てを行っております。海津市独自での減額変更は、退職手当組合会にお

きまして退職手当条例改正案の採決をとる必要があり、減額変更は大変困難であることを御

理解賜りますようお願いを申し上げます。 

 以上、六鹿正規議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔５番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 六鹿正規君。 

○５番（六鹿正規君） 最近はマスコミ等々でいろんな情報が流されております。また、私ど

もの費用弁償に関した情報、また、合併特例債に関しての情報がるる報道されております。

そういった中で、ある新聞の中で合併特例債のわなという大きなお題目、こういったことが

載っております。また、その下のほうには議会のチェックが後手にと。私どもは今、市長の

答弁の中で、またもっと以前にこういった御説明をいただいております。当市の起債可能額

は160億円です。平成20年度まで32億円、さらに今後総合庁舎整備、中学校統合整備、振興

事業基金等々の事業におきまして26年度までに61億円を見込む。ということは61億円まだ借

金をするということです。総額93億円程度の合併特例債を予定しておると。今、私どもの中

には合併して何もいいことがなかったという声がまだまだ渦巻いております。合併特例債に

頼った市政運営、これは後々に大きな負担になってくるのではないかというふうにも思いま

す。 

 庁舎の問題についてもそうです。私は市長がいろんな会合で出かける、私どもも当然お招

きにあずかる同じような場所が多いわけでございます。市長がいろんなそういった会合の中

で、私も二、三回同席をさせていただきましたけれども、市民の皆様に御理解を得ておると

自信を持って言われる割には、市民の中にはなぜ今庁舎を建てるんだと。市長がそのお客様

の場所から去られた後、私がそこへ行くと、議員さん、なぜ今庁舎なんだというおしかりを

いただきます。本当に市民の皆さんの御理解をいただいておるのか私には全く不信でありま

す。 

 いま一度、こういった問題についてはさきの今、議長も冒頭に申されましたように、大き

な地震がやってまいりました。また、その前に私どもが１年の延期を決めた、これは何か私
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どもに警告を与えておるような気がしてなりません。今後１年間の延期の中において、さら

なる建設の有無、また、場所の有無、位置の選定等々にもいま一度検証する時間とこの１年

を使っていってはどうかというふうにも思われます。市長のこの延期、全く従来と変わらぬ

姿勢で、工法についても従来この大きな地震が起きる前と何ら変わらぬ建設方法でやってい

くというようなお考えでしょうか、お尋ねします。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） まず、今の御発言の中で１つ訂正をお願いしたい部分がございます。 

 合併特例債というのは事業の対象費が171億でありまして、借り入れ可能な金額は162億で

あります。そして、あの時点で借り入れておりましたのは多分32億ぐらいだろうと思います。

ことしで40、91億も借りる予定はございませんので、御訂正をお願い申し上げたいと思いま

す。 

 それから、庁舎のことは先ほど申し上げましたように２つの委員会で、そして議会も全員

一致で御承認をいただいて、それに基づいて進めているものであることを御理解いただきた

いと思います。 

 それから、実は海津市の庁舎も南濃庁舎、平田庁舎、海津庁舎いずれも耐震補強工事を行

わなければなりません。今回、東日本の大震災がございまして、広域の災害協定を結んでお

ります高萩市、今庁舎が使えないということで大変対策に御苦労なされております。そうい

ったこともございまして、やはりこのいざ災害のとき、しっかりした庁舎でもって対忚を図

ることが必要ではないかと思っております。そして、先生方が御視察をされました市におき

ましても、災害が起きたときに新しい庁舎ができて、そこできちっと対忚ができたという先

生方の御報告をいただいておりますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔５番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 六鹿正規君。 

○５番（六鹿正規君） 今、市長のほうから訂正をというふうに言われましたけれども、これ

私が読んでおるのは、過去に市長のほうからの答弁、これに基づいて私はコピーしただけで

ございます。もう一度読みますよ。「当市の起債可能額は160億円ですが、平成20年度まで

に32億円、さらに今後総合庁舎整備計画云々、中学云々事業におきまして26年度までに61億

円を見込みまして、総額93億円程度の合併特例債を予定しております」、これは私が書いた

んじゃないですよ。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 私はそのとき、正直に申し上げまして、六鹿議員が足されたんだと思

います。借りた分に最終的にはこの程度の金額になるというものをお出しになられて御発言
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をしておられたと、そういう認識をいたしております。 

 以上でございます。 

〔５番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 六鹿正規君。 

○５番（六鹿正規君） 市長、内容を訂正するというのは大事なことですよ。私はこうやって

聞く以上、数字についてはやはりなかなか難しいものがあります。ですから、過去のそうい

ったデータを寄せてやっておりますから、お間違えのないように。今の市長の取り消しの発

言の取り消しをお願いいたします。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） では最終的に合併特例債をどれぐらい使う予定になっているのか。91

億も使う予定はございません。 

〔５番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 六鹿正規君。 

○５番（六鹿正規君） こういった押し問答じゃなく、私はあなたが答弁されたこと、これの

情報ですよ、これは。インターネットから議事録を引き出したものですから、これは。私は

変えていませんから。これにはいいですか、91億じゃなくて、総額93億円程度の合併特例債

を予定しておりますと言って議事録の中でありましたから。私は変えていませんから。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） それでは、今確認しましたら、中期財政計画の中でそういう字が出て

いたようであります。ですから、まずおわびを申し上げます。 

 それと、91億を使うつもりはございません。できるだけ合併特例債は使わないように進め

てまいりたいと思いますので、六鹿議員の御理解を賜りますようにお願いいたします。 

 それから、予算といいますのはできるだけ負債をふやさないように、基金を減らさないよ

うに、そういう努力の中で予算編成をしてまいります。したがいまして、そういった中で事

業の選択あるいはいろんなシミュレーションを行いながら、先ほど申し上げましたように行

ってまいりたいと思います。 

 それから、私が勘違いいたしましたのは、その当時、今まで使っております合併特例債と

今後最終的にはこの程度になるというお話を協議会のときにさせていただいた思いがありま

す。それを足した金額がちょうど六鹿議員のお話になられた金額と一致しておりましたので、

これは間違いというか、私の想定した金額ではないというふうに思っておりましたので、ひ

とつおわびして御訂正をし、最終的には91億も合併特例債を使う予定はございませんので、

よろしくお願い申し上げます。 

〔５番議員挙手〕 
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○議長（松岡光義君） 六鹿正規君。 

○５番（六鹿正規君） 今、どうかすると私たちの生活の中でも身の丈を超えた生活をしてお

るのではないかなという私自身も反省する部分があるわけでございます。ましてやこういっ

た行政に関しましては、経済状況、もっともっと大きく考えれば世界の状況を考えてやって

いかなくては大変な時代がやって来るのではないかなと。今この特例債に関しましても、お

話しました特例債のわな、これ特例債というのは合併したその関係のところだけが使えるも

のですよね。ですから、今回合併をしなかった町村に関しては、合併特例債に頼った町政は

行われていないということは、まさしく身の丈に合った行政が運営されておると。私どもの

お隣にも合併しなかった町がございます。そこに関しては後々の特例債という借金もなく、

今町民はふえ、大勢の企業ができておる。税収も上がっておる。市民の中には合併しなくて

よかったんじゃないかねと、そういった声がたくさんあります。私どもは夢と希望を持って

３町合併に向かって市民の皆様の大きな御理解を得てやってまいりました。しかし、何が悪

いのか、どこが間違っておるのか、合併しなけりゃよかったという声がたくさんあります。

そういった中で20億も使っての庁舎増築、これはいかがなものかなというたくさんの声があ

ります。 

 私は今、市長にお話しました。当然耐震云々、災害の対策本部になる、これは大事でしょ

う。ですから、尐し触れましたけれども、建設の位置、工法、それについてもこの１年間を

検証する期間に使ってはどうですかと私はお尋ねしたはずです。よく聞いてくださいよ。私

どもこの海津市民の皆さん方は、困るような状態をつくろうとは思いません。しかし、困ら

ないようにするのが私どもの使命だとも思っております。ですから、今回起きた大震災、あ

れに大きな教訓を得なくてはいけないと思うわけでございます。ですから、建設の位置、工

法の有無、そういったことも踏まえて、この１年の延期を有効な期間に使ってはどうですか

ということをお尋ねします。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） ちょうどいい機会ですのでお話をさせていただきたいと思いますが、

海津市は合併をいたしました。そのとき、合併する前、３町の製造出荷高850億でございま

した。その後、企業誘致に努めまして21年度1,232億、これは岐阜県42市町村の中で14番目

であります。そういった努力をしてきているわけでございまして、いたずらにお隣がいいと

か、そういう手本にはしなくてはいけませんが、私は海津市は海津市なりに頑張っていく、

これからも企業誘致に努めていくと、そういうことであろうというふうに思います。 

 それから、先ほどお話がございましたけれども、海津市は農業の市でございまして、84億

5,000万の生産高がございます。これは岐阜県で４番目であります。もう尐し頑張ると42市

町村の中で３番目になる。なおかつ入り込み客、観光客数ですが、650万、これは岐阜県で
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トップクラスであります。さらには南濃の地で縄文時代中期からの歴史を持っております。

そして、こちらでは輪中の文化、殿様の文化がございます。郷土に誇りを持って、しかも、

自信を持ってやっていただきたい…… 

〔「議長、すみません、時間がなくなりますから余分なことは答弁しないように」と呼ぶ者 

 あり〕 

○市長（松永清彦君） 思いますので、よろしくお願いを申し上げます。せっかくの機会でご

ざいますので、ちょっとお話をさせていただきました。 

 それと、後々…… 

〔「私の質問の時間がなくなりますので」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松岡光義君） 市長、簡潔にお願いします。 

〔「延長大丈夫ですか、私の質問時間」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松岡光義君） 簡潔にお願いします。 

○市長（松永清彦君） もう今、あと星野議員さんからも同じような質問がございますので、

答弁をさせていただきたいと思いますが、そのときしっかり答弁をさせていただきたいと思

いますが、今、設計図を完成させる段階でありまして、今そのような意思は持っておりませ

ん。 

〔５番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 六鹿正規君。 

○５番（六鹿正規君） 一生懸命やっておると40分というのは短いものですね。次の質問がな

かなか行けなくなります。 

 一番最後の市長の給料云々については、若干お触れになりました。また、いつの機会にか

らもまたお尋ねをさせていただきます。この庁舎の問題もまた後ろのほうでいろんな議員さ

んが御質問されますから、そのときにまたお尋ねします。 

 次に、駒野工業団地の延期についてお尋ねしました。 

 市長のもとに多分この駒野工業団地造成工事に関し、公社と海津市の対忚について反省と

謝罪を求める件という文書がたしか12月にいっておりますね。それについてどのようなお答

えをなされたのか。今ちょっと時間がございませんので、その分だけちょっと読み上げさせ

てもらいます。「行政当局には、当土地改良組合運営について多大なる御厚情をいただき、

ありがたく感謝いたします。さて、表記の件について、かねてより山下土地改良組合から公

社及び海津市に対して、詳細なる説明を求めておりますが、何ら説明も同意を求める努力も

ないまま盛土工事を強行し、現在に至るまで満足できる説明は何らなされておりません。な

ぜ工事着工前に現地で利害関係にある山下土地改良組合に工事の説明と話し合いがなされな

かったのか理解ができません。行政当局に大いなる反省と謝罪を求めるものです」。こうい
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ったことに対して土地開発公社の説明、公社と海津市との業務委託契約の際、地権者の同意

と地域住民の承諾を得たとの海津市から説明を受け、委託契約を締結し、造成工事に着手し

たと、こういったふうになっております。平成20年10月19日、業務委託契約調印ですね、こ

れは。地元説明会が平成21年１月15日、隣地改良組合への同意を得る説明が行われていなか

ったことは知らなかったと公社のほうは発言しております。 

 基本協定書、工業団地開発事業に関する基本協定書があります。この中で、とにかく用地

取得については駒野及び庭田地域ごとの所有者及び関係者全員の合意に基づく一括契約とす

るというふうになっております。こういった例えばこの組合のほうからの文面に対して、ど

のような御説明をなされたのか。また、この残土の仮置きに使う土地に関しては、もう売買

契約が済んでおると聞きます。本来これ、一括契約というのはそれが本来ではないのかお尋

ねします。 

○議長（松岡光義君） 産業経済部長 大倉明男君。簡潔に。もう終わりですから。 

○産業経済部長（大倉明男君） ただいまの御質問ですけれども、質問につきましては地元の

関係者の中から御質問をいただいております。それについては回答書をお渡しして、一忚の

御理解をいただいているものというふうに理解はしてございます。そこの中で地元の説明が

行われていないというようなことをおっしゃっておみえですけれども、関係の役員さん等に

は組合長さんも初め、説明をさせていただいております。それがうまく関係者の皆様に御理

解がいただけるように伝わっていなかったというようなことはあるかもしれませんけれども、

全く説明していないわけではございませんので、御理解を賜りたいというふうに思います。 

 それと、一括契約のことにつきましては、庭田地区については一忚関係者の皆さんから同

意はいただいておりますけれども、そこの中で一人でも契約がとれないときには、庭田地域

については開発を一考するといいますか、公社と協議をしながらまた善後策を対忚していく

ということでございます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（松岡光義君） 時間でございますので、これで六鹿正規君の一般質問を終わります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 服 部   寿 君 

○議長（松岡光義君） 続きまして、11番 服部寿君の質問を許可します。 

〔11番 服部寿君 登壇〕 

○11番（服部 寿君） 皆さん、おはようございます。 

 一般質問に入らせていただく前に、私からも今回３月11日に発生いたしました我が国始ま

って以来、世界最大級マグニチュード9.0、東日本大震災により被害を受けられました皆様

に心からお見舞いを申しますとともに、皆様の安全と一日も早く復旧されますことをお祈り

申し上げます。 
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 そこで、海津市においても震災の報を受け、早々11日に救急車１台、隊員３名を被災地へ

派遣されたとのこと、また、大型規模災害時における相互忚援協定を締結しておる茨城県高

萩市に飲料水、乾燥米飯を12日に送り、13日にも２トン保冷車と予防広報車を派遣されたと

の報道がありました。すばやい救援対忚に海津市民の一人として敬意を表したいと思います

とともに、これからもできる限りの支援をお願いするものであります。 

 それでは、一般質問に入らせていただきますが、私を含め今、六鹿議員も含めまして６人

の方が総合庁舎並びに城南中学校に対して質問されますが、重複があるかもわかりませんが、

誠意を持ってお答えをいただきたいと思います。 

 本年度中に実施設計が出来上がり、いよいよ来年度、23年度から２カ年をかけて統合庁舎

建設の予算が一般会計に計上されるものと考えておりましたが、市長の口からは施政方針、

提案説明の中で分庁舎方式を改め、１庁舎に統合することは最大の行財政改革であると認識

しておきながら、財政状況を見きわめ、合併特例債の活用最終年度であります26年度中の完

成を目指すとのこと。つまり23年度からは建設にかからない、行財政改革はしない、私はこ

の判断に理解できません。いま一度統合庁舎建設にかからない理由をお聞かせいただきたい

と思います。 

 また、これまた基本設計が本年度中にでき、23年度に行う実施設計の予算が計上なされて

おりません。なぜなのか。海津市小学校及び中学校設置条例には、平成26年４月１日に南濃

中学校の項を削り、城南中学校に統合するとなっていることは承知のことと思います。この

条例は生きておると思いますが、違いますか。統合に向けてのスケジュールでは23年度に実

施設計、24年、25年度中に建設し、平成26年４月１日に統合であると思いますが、実施設計

にかからなければスケジュールが崩れてしまいます。予算計上されない理由をお聞かせいた

だきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（松岡光義君） 服部寿君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 服部寿議員の統合庁舎の建設についての御質問にお答えします。 

 私は本定例議会の開会に当たり、施政方針と提案説明の中で申しましたように、現在の３

庁舎による分庁舎方式を改め、１庁舎に統合することが最大の行財政改革であると認識をい

たしております。一方、先ほどの六鹿議員の一般質問の御答弁でも申し上げましたように、

統合庁舎整備事業の着手は財政状況を見極めながら進めていきたいと考えております。服部

議員が申されますように、建設にかからない、行財政改革はしないと、そういうわけではご

ざいませんで、建設につきましては、先ほど六鹿議員の答弁で申し上げたとおり、財政状況
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を考慮し、１年先送りいたしましたが、行財政改革につきましては、簡素で効果的な行財政

運営の確立を目指して、昨年度より第２次行政改革大綱、第２次集中改革プランにより取り

組んできているところであり、当然23年度につきましても継続的に、確実に実行していくこ

ととしており、御理解をいただきたいと存じます。 

 次に、城南中学校校舎の建設についてでありますが、26年度に城南中学校と南濃中学校統

合に向けた校舎建設のための実施設計予算が盛り込まれていないとの御指摘でございますが、

昨年末より地元から現在の中学校整備事業の見直しを求める要望書が提出されるなどの動き

もあり、今後の意思決定を再構築する必要があるとの判断により、23年度当初予算に校舎実

施設計関連予算を盛り込むことを控えたものであり、御理解をいただきたいと存じます。 

 なお、先般要望書に対する教育委員会からの回答にございましたように、教育委員会とし

ましては、今後延期する方向で市長、議会等関係機関と調整を図っていきますと回答されて

おり、議員各位におかれましても、今後のあり方等御協議賜ります際にはよろしくお願いを

申し上げます。 

 以上、服部寿議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） 市長から２点について御回答いただきました。 

 まず１点、統合庁舎についてでございますが、行財政改革はいたします。しかしながら、

財政のことを考え、１年先送りということでございます。六鹿議員の質問にもございました

けれども、私は違った観点から質問をいたしておりますので、御理解いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

 まずもって、財政課長にお聞きいたします。海津市が合併いたしまして６年がこの３月28

日で過ぎようといたしておりますが、新たに市になって建築いたしましたといいますか、５

億円以上の建物は何と何がありましたでしょうか、お答えいただきます。 

○議長（松岡光義君） 財政課長 木村元康君。 

○総務部財政課長（木村元康君） お答えいたします。 

 石津小学校の校舎並びに体育館でございますが、これを17年度、18年度の事業として行っ

ております。こちらが12億7,000万ほど、そして海津苑の改修事業でございますが、18年度

から20年度の３カ年で行っております。こちらが11億5,000万ほど。そして、給食施設の整

備事業、給食センターの統合でございますが、こちらの事業を19年度、20年度で行っており

ます。こちらが10億ほどとなっております。５億以上となりますと以上でございますが、あ

と小中学校等耐震補強でございますが、こちらの耐震補強改修にかかります事業費をまたト
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ータルしますと６億ほど耐震補強の事業費に充てております。 

 以上でございます。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） 今、財政課長からお答えいただきました合併時からの建築にかかった

建築物等でございます。いずれもいわゆる市民にとっても必要であるもので、決して無駄な

建物ではありません。例えば合併してすぐ改築をいたしました石津小学校にしろ、老朽化が

進んでおり、雤漏りがしておるという状況でございました。旧南濃町から引き続き合併すぐ

改築にかかったものであると思います。また、海津苑におかれましても、旧海津町から懸案

であった事項を合併してから考えるということで、市になっていろんな議員の皆さんの御意

見をお聞きしながら改築、改装を行っております。先週ですか、1,800万人の入場者があっ

たということをお聞きいたしております。決して無駄なものではありません。特に今は指定

管理者になりまして、ドルフィンから年間5,000万有余のお金をいただいておるということ

で、無駄ではございません。るるお話ししております給食センターにしろ、無駄なものは建

てておりません。 

 その観点から今、六鹿議員からもお話しありました特例債をお借りしての建物だとは思い

ますが、この庁舎問題に当たりましては、市長ただいまお話しありましたように、市長の諮

問機関であります座談会、そして、我々議会の特別委員会で結論し、基本設計、実施設計と

かかり、23年度から建築するものというふうで私は思っておりました。といいますのも、今

説明しましたように、市長もいろんな会合でこの１庁舎にすることは、分庁舎を改め１庁舎

にするということは一番の行財政改革であるということは今、３庁舎であります総合窓口課

の職員、そして、分散しております平田、南濃を含めましての維持管理費等を含めますと、

私の試算でありますけれども、約１億円有余のお金が庁舎を建設し、１庁舎に統合すること

によって浮くんではないかということを市長みずからお話しいただいておると思いますが、

違いますでしょうか。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） １つはそういった重複することによる経費ですね、それがマイナスに

なるということと、それから、今もう一つは南濃の方が下水とか水道ですと平田庁舎へ行っ

ていただかなくてはいけないと。平田の方が福祉のことで専門的にお聞きしていただくとき

は南濃庁舎へ行かなくてはいけない、そういった利便性のことがございます。そういったこ

とも解消、１カ所ですべて事務手続ができると、そういったことで解消ができるものと思っ

ております。それから、何よりも先ほどお話がありましたように、人件費の削減ということ

も大いに図れるわけでありますし、１カ所で組織の活性化というものも図れていけると期待
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をいたしております。 

 それで、ちょっと23年度からと申しておりましたので、もう尐し詳しくお話をさせていた

だきますと、24年、25年で新庁舎をつくって、この庁舎の耐震を26年度にやっていきたいと、

そういうことであります。ですから、１年先へ延ばしていただく。 

 それと、入ってくるお金と出ていくお金ですね。これを勘案しながらいろんなことをやっ

ていかなくてはいけないと認識をいたしております。これは一般の家庭もそうであろうかと

思いますが、そういったことも含めて、まずは城南中学校の体育館を先にやって、そして１

年庁舎を延ばすと、そういったことでございますので、よろしく御理解のほどお願い申し上

げます。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） いわゆる入りが尐ないから１年先送りということですが、私の訴えた

いことは今、市長もおっしゃいましたように、人件費が一番かかるのであります。それをい

わゆる一年でも早くすると、その分１年間の人件費と維持管理費で市長がおっしゃってみえ

ますことしの起算もそうですが、１億円が浮くんですよ。いわゆることし１年遅らせると１

億円損するといいますか、出てこない。いわゆる当然自主財源的にも厳しい折でございます

ので、基金を崩しても足りません。いわゆる今問題になっております、問題と言っては何で

すけれども、有利であります合併特例債をお借りしてということになりますが、私は来年以

降、景気が良くなるものではありません。ですならば、本年度合併特例債を活用し、一日も

早く、一年でも早く庁舎を建設し、今行財政改革の一環である人件費を削減、経費の削減を

するのが筋ではないかと。１年先送っても、来年も特例債をお借りするんですよね。財政課

長、どうでしょう。 

○議長（松岡光義君） 財政課長 木村元康君。 

○財政課長（木村元康君） 庁舎建設には合併特例債を予定しておりますので、先送りしても

特例債を活用ということを考えております。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） 私は詳しい数字のことはわかりませんが、では来年度、来年度といっ

ても24年度、１年先送りして合併特例債をお借りする。来年度、23年度現説して合併特例債

をお借りする。実施設計が終わるといたしておりましたので、大体の建設費の概要はもうつ

かんでみえると思いますが、１年後に借りて１年先に借りる、その今申しますメリットの面

で人件費等も削減の１億円を見込むとするならば、資産的に当然特例債をお借りすれば利子

はお支払いしなくちゃいけませんが、バランス的にどちらがお得なんでしょう。財政課長、
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お願いします。 

○議長（松岡光義君） 財政課長 木村元康君。 

○財政課長（木村元康君） 先ほどから１億という削減のお話が出ておりますが、この数字に

つきましては、ちょっと私、確認をしておりませんので、この１億のことを除きまして、23

年度に体育館の建設も含めまして合併特例債を庁舎にも充当となりますと、当然借入額は単

年度で膨らみます。そうしますと、これは必ず返済、償還が始まるわけでございます。その

始まるときの据え置きは除きまして、公債費の負担でございますね。こちらが一気に高くな

るというようなことを避けるというような意味でも先延ばしの一つの理由とさせていただい

ておりますので、御理解いただきたいと思います。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） 私の試算といいますか、私の考えるところ、そして、市長がいろんな

会合でお話ししていただいております庁舎を統合することによってメリット、約１億円、こ

れは私の試算かもわかりませんが、では財政課としてはそのシミュレーション的な計算とい

うことはされていないんでしょうか、お答えください。 

○議長（松岡光義君） 財政課長 木村元康君。 

○財政課長（木村元康君） 財政課としましては、シミュレーションは行っております。23年

度予算でございますが、23年度予算で３庁舎の管理費、これは人件費も含みますが、３庁舎

で２億3,200万計上いたしております。そのうち庁舎管理に係るもの、これは人件費等を除

きます。人件費につきましては、庁舎を統合しても当然一気に減尐するわけではございませ

んので、こういった人件費の部分を除きまして、物件費等でいきますと7,100万ほどになり

ます。このうち３庁舎でございますので、海津庁舎も含んでおります。そしてまた、公用車

等の管理費も含んでおります。そういったことから、統合による削減としましては4,400万

ほどということで見込んでおりますが、新しい庁舎を当然設ければ、この海津庁舎よりは大

きなものが建つわけでございますので、そちらの管理経費、また、ランニングコストがかか

ってまいります。そうしたことを総合的に勘案しますと、これは全くの推測でございますが、

二、三千万の削減効果が生まれるものと思っております。 

 以上でございます。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） 財政課のシミュレーション、いわゆる管理費のほうで2,000万有余の

削減ができる、人件費は別ということでございます。人件費の計算、約400万の年収といた

しましても15人で約6,000万の計上になろうかと、これは私の試算であります。それで、財
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政課長からありました本年度、23年度、城南中の体育館の建設にかかると。そして、庁舎を

建てる特例債をお借りすると、借り入れの返済時の大半であるいわゆる公債費率がそこでぼ

っと上がるということでございますが、ではこの海津市の総合計画、そして中期計画の中で

総合庁舎を建設した後ですが、いわゆる災害時は別といたしまして、その後のいわゆる建物

的なハード面の建設といいますか、しなくちゃいけない予定にあるものは何でしょうか。あ

るなら教えてください。 

○議長（松岡光義君） 財政課長 木村元康君。 

○財政課長（木村元康君） 統合庁舎整備後の箱物につきましては、計画は今現在持っており

ません。ただ、今後想定されますのは消防関係の無線のデジタル化でございますが、こうい

ったものが起きてこようかというようなことで、財政シミュレーションの中には置いており

ます。 

 以上でございます。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） 箱物といいますのは計画にない。当然今、財政課長がおっしゃったそ

のソフト面的なことはありますが、それは国の補助金等もつくということでありますので、

いわゆる特例債をお借りし、建設をしなくちゃいけないというのは、市長と私が共用するも

のでありますが、庁舎を１庁舎にすると。これはもう市民の皆さんからも要望があります。

六鹿議員の反対の意見もあるというのは私に言われる方もおみえになりますが、私が聞く限

りでは、多くの方が早く庁舎をつくらなあかんやないかという声をよく聞きます。ですから、

市長が１年間先送りしました建設に関して、いや、そうじゃないんだよと。早くつくって、

早く経費を削減するのが先でしょうということで申し上げておるわけでございます。 

 そして、今冒頭にも私お話ししましたように、先の震災で大変被災地の方は御苦労いただ

いております。そして、不明でありました町長さん以下職員の方もきのうの報によりますと、

町長さんは無事であったということであります。いわゆる行政の根幹である庁舎、あのぐら

いといいますか、あのすごい震災では一公共団体、市町村では無理なのかもわかりませんが、

国から県におりてきて、県から市ないし町にいわゆる復旧に向けての、復旧の前に捜索等に

向けても核となる拠点である庁舎が潰れてしまっては何ともならないということを教訓にし

たと思います。 

 それで、今３庁舎でございますが、この海津庁舎も含めて、平田庁舎、南濃庁舎も含めて

耐震補強が必要なんです。市長さん就任以来、まず子供たちが通う小中学校を先にというこ

とで耐震を全部海津市は終わりました。そうですね、市長。そして、本年度、22年度にいわ

ゆる今申しました消防の拠点である消防署も耐震補強いたしました。そして、最終的には防
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災、いわゆるもしあった場合の災害本部である庁舎を耐震補強する、これで庁舎を１庁舎に

し、そして、この議場も入っています庁舎の耐震補強にかかるという計画でありましたもの

ですから、特にあの教訓を目の当たりにしますと、いち早く、一日も早くするのが本当では

ないかという意味で、また声を大にして訴えるわけでございますので、市長、お考えがあっ

たらお答えください。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 服部寿議員のおっしゃることはよく理解ができるわけであります。私

も先ほど来申しておりますように、できるだけ早く庁舎の増築をしていきたいと、安全度を

高めたい、そして経済性を追求したいと、このように考えているところでありますが、先ほ

ど財政課長が申し上げましたように、１つは財政の平準化と、そういったこともありまして、

１年先延ばしにさせていただいたわけでございますので、御理解のほどよろしくお願いを申

し上げます。 

 特に今度の大災害を見ておりますと、想像を絶する災害でございまして、皆さんもお気づ

きと思いますが、多分地域の対策本部が立ち上がっていない。いろんなテレビ報道を見ます

と、国との話は出てまいりますが、県の発表とか市の発表とかそういったものが全然３日間

ほど、４日間ほどかな、出てきておりませんが、これはやはり根こそぎやられた、あるいは

そういった施設が十分ではなかった、そういったことで対策本部も立ち上げられていなかっ

たんじゃないかなと。あれだけの災害でございますので、そういうことを推測しているわけ

でありますが、やはり海津市民の安心・安全を守るための施設として１年遅れますけれども、

建設に取り組んでまいりたいと思っておりますので、よろしく御理解のほどお願い申し上げ

ます。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） 予算を計上されるのは市長でありますので、私は要望としか言いよう

がございません。いわゆる来年度予算、23年度の予算案には計上されていなかったというこ

とでございますので、その後において当然予算を組んできた過程は、その後の議員さんから

質問があることでありますので、私もお聞きしたいと思いますが、その後震災がありました

ので、そのことも踏まえて、いわゆるいち早くやはり統合庁舎は建設にかからなきゃいけな

いという認識であろうかと思いますのでお願いするものでありますが、そこで、これをお聞

きするのはどうかと思いますけれども、副市長、副市長に就任以来５年と３カ月が過ぎよう

と思いますけれども、この３月をもっての御勇退ということでございます。県庁に戻られる

ということでございますが、その総合的な判断、いわゆる市長と共有するものがあると思い

ますが、統合庁舎は決して無駄な建物ではない、いわゆる災害面からも踏まえて必要なもの
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である、早期に建設をしなくてはならない。しかしながら、財政状況を踏まえてということ

でございますので、その観点から副市長、お答えをいただけたらありがたいと思いますが。 

○議長（松岡光義君） 副市長 水谷敏行君。 

○副市長（水谷敏行君） 失礼いたします。 

 統合庁舎の問題と今回の災害をリンクされていろいろとお話をされているわけでございま

すが、基本的にはいわゆる予防行政をどうしていくかという観点の議論だと思います。今回

の災害につきましても、1,000年に一度というようなことが言われております。あの地域と

いうのは非常に明治時代の三陸沖の津波の経験を生かして、私どもも訪れたことはございま

すが、立派な防止用堤防がございますし、避難訓練も日頃から熱心にやられている地域でご

ざいます。そういった地域の中でああいった大惨事が起きたということで、そういった今回

の津波を想定した予防行政をやっていくというのは、やはりそのためには例えば高さ10メー

トルぐらいの城塞都市をつくらなければならないというような問題になってございます。基

本的に予防行政を進める上では、やはりその自治体の体力、そういったものと現時点での将

来の、なかなか長期というのは難しいかもしれませんが、５年程度の中期計画を立てながら、

それぞれの地域に住まわれる方が知恵を出し合って、その中で決定されていくものだという

ふうに考えております。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） ありがとうございます。再度お願いするばかりでございますので、検

討をお願いしたいと思います。 

 次の質問に移らせていただきます。 

 城南中学校の建設費、いわゆる実施設計の予算計上がなされなかった理由、いわゆる市長

からは地元の御意見等をお聞きし、教育委員会が結論的に出され、市長のほうにげたを預け

ておるといったら何ですけれども、されておるということでございます。我々議会のほうに

も地元の方々、また、ＰＴＡの方々から議長に要望書が提出されております。我々議会とい

たしましては、要望書が出ておりますけれども、何ひとつそれに対してお答えができないと

いう状況であります。 

 といいますのは、では予算計上されておったらそれに賛成、反対、いわゆる校舎を建てる

ということの予算計上されておったら、当然校舎の実施設計が入っておれば平成26年４月１

日をもっての統合ということで進んでいくものと理解する。それに対して、我々議員は反対

なら反対、賛成なら賛成という意思表示ができますが、予算計上されていない今日、その地

元の方にお答えするすべもありません。そして、条例改正の改正案も出てこない。今の条例

は平成26年４月をもって南濃中学校の項を削りとなっております。 
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 これは私も今質問させていただきましたが、生きておるんですよね。生きておるというこ

とは、そのスケジュールを持つと、いわゆる建設にかかる年月、設計にかからなくちゃいけ

ない。逆シミュレーション、逆スケジュールで言いますと、やらなくちゃいけないけれども、

条例ではやらなくちゃいけない。しかし、予算には計上されていない、その整合性を私は聞

いておるわけでありますので、予算計上されていない理由はお聞きしますとそうです。では、

条例改正案を出されてこないのか。条例改正案を出されてくれば、我々はそれに対して賛成、

反対もできる、要望書に対しての市民の皆さんにもお答えができるということでありますが、

ではこの条例改正をもしこの項を削るという改正の改正を出されるということになれば、ど

こが出されるんでしょうか、お答えください。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 先ほど教育長からも答弁がございましたが、教育委員会の中で早期に

ああいう方向性は出されましたけれども、今後どういう形でお願いをしていくか結論を出さ

れまして、それを私どもがいただいて、そこで出させていただくということであります。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） 教育長、いわゆる地元の要望書が出ており、それで教育委員会として

いわゆる結論をし、市長にいろんなことを考慮しということで、先に送るということを市長

に出されたということでありますので、今、市長にげたが預けられておるのかなというふう

で私は質問しましたが、市長の今の答弁では条例改正、いわゆる議会に諮るのは教育委員会

でまずやはり決めてこなくちゃいけないと。そして、当然提案者は市長でありますので、そ

ういう流れということでよろしいんでしょうか、確認します。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） そのとおりです。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） ですならば教育長、お答えください。教育委員会を司る事務方のトッ

プでありますが、地元の意見、要望書を受けてのいわゆる先送りとするということですが、

それを受けてこの予算計上もされていません。そして、条例改正も上がっていません。その

答えを出されたらば、同時に条例改正も上げてくるのが僕は普通だと思うんですけれども、

違いますでしょうか。教育長、お願いします。 

○議長（松岡光義君） 教育長 平野英生君。 

○教育長（平野英生君） 教育委員会のほうでは、この後に質問もありますけれども、委員会

としていろんなことを考えながら、先ほど申しましたように、地域の声なんかも踏まえなが



－６２－ 

ら、今の要望にかかわる回答としまして、今の延期していく方向で結論を出しました。その

結論をもとに一忚この後、市長部局とか議会等との調整をしていくということで方向性を持

ちながら具申したところでございますが、そういった中でそちらの方向性が認められた上に

おいては今後、今のステップにかかわる部分で言いますと、次の段階として延期の期間をど

ういうふうにするかというようなことを具体化しようというふうに構えていたところでござ

います。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） この後も皆さんから質問があるわけでございますが、なぜかといいま

すと、庁舎の問題もしかり、城南中学校もしかり、いわゆる六鹿議員が質問された工業団地

もしかり、全部先送りなんですよ。結論が庁舎は１年先送り、では城南中学校の統合に関し

ては、条例改正26年４月とうたってあるのを改正がまずされない、いつというのもされない。

いわゆる条例改正しないかもわからない。しかし、予算は計上されない。当然予算が計上さ

れないということは、ではしないのかと推察をしますが、しかしながら、我々としては条例

を重んずる、当然ですが、そうすると本年度実施設計にかからないと間に合わないじゃない

かと。いわゆる今、先に統合された養南中学校の生徒も父兄もしかりですよ、市民の皆さん

に説明をしなくちゃいけない。議長には当然地元の方々からも要望書をいただいております。

我々議会にもいただいておるということで、我々もどうしたらいいのか。条例改正があった

ら、我々はその場で反対なら反対、賛成なら賛成を言えるんですが、なぜ今の同じような進

行で出ないのかなと。いわゆる答申を市長に回答書を出されたということは、先送りされる

ということだと思います。では、そのときに第１回定例会、23年第１回定例会に条例改正も

出していただかないといけないと私は思うわけです。 

 ですならば、まだ上がってこないということですので、では私の意見を言わせていただき

ますが、こうした海津市民の皆さんの意見を集約しながら、当然結論は近い将来といいます

か、もう第２回定例会、臨時会になるかわかりませんけれども、出さなくちゃいけない。市

民の皆さんは不安なんですよ。今、26年４月から統合するとならば、当然今の小学校４年生

からですね、５、６、次はどこの中学校へ行くんやろうと。もう４月から入学式が始まりま

すけれども、その４年生の子たちがどうするんかということを巻き添えにしてはいけないん

ですよ、行政と市民と。ですならば、しっかりと近い、臨時議会でも結構かと思いますが、

招集権は私にはありませんけれども、すばやく結論を出して条例改正されるならされる、そ

の提案を議会に出されるなら出されるということをお願いするんですが、ではいつごろをめ

どに教育委員会としては結論を出されますか。 

○議長（松岡光義君） 教育長 平野英生君。 
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○教育長（平野英生君） 今の議員さんのお話のように、もう方向として延期の方向が確認さ

れれば、今継続的に教育委員会の中で今の期間等にかかわる部分も考えていく方向にありま

す。そういったものをまとめまして、次のステップにかかるものを整理しまして、それをま

た市長さんのほうへ出したいと思っています。 

 以上です。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部寿君。 

○11番（服部 寿君） くれぐれも私は誤解のないように、私は城南中学校の統合のいわゆる、

もし条例改正が上がってきたときに賛成、反対という結論を出しておるわけではありません。

出されたときに結論を出させていただきます。ですから、その前にすばやく、早く上げてく

ださい。そして、議論をさせてください。そして今、傍聴にみえています皆さんのような意

見も聞きながら結論を出させていただきますので、これも要望でございますが、市民の皆さ

んに混乱を起こさないようないわゆる行政を行っていただきたいということを締めくくりま

して、一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（松岡光義君） これで服部寿君の一般質問を終わります。 

 ここで休憩をいたします。10分間休憩して、50分まで休憩をいたします。 

（午前１０時３６分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（松岡光義君） それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午前１０時５０分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 浅 井 まゆみ 君 

○議長（松岡光義君） 続きまして、４番 浅井まゆみ君の質問を許可します。 

〔４番 浅井まゆみ君 登壇〕 

○４番（浅井まゆみ君） おはようございます。 

 質問に先立ちまして、私からも今回の東北地方太平洋沖地震で被災されました皆様に心か

らお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興を御祈念申し上げます。 

 それでは、通告に従いまして、質問を始めます。安心して暮らせる地域医療・福祉のまち

づくりについて、３点にわたって質問させていただきます。 

 まず、高齢者福祉の充実についてお伺いいたします。 

 海津市の人口は合併以後減尐傾向にある中、高齢者人口が年尐人口を大きく上回り、人口

構造が著しく様変わりしています。合わせて高齢者世帯や一人暮らしの高齢者も年々増加し、

地域での支え合いや助け合いが欠かせない状況にあります。また、長寿社会の進行で避けて
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通れないのが医療と介護問題で、中でも介護は突然にやって来ると言われています。 

 平成12年に高齢者の介護を社会全体で支えていこうとスタートした介護保険制度もはや第

４期計画の最終年度、12年目を迎えます。平成21年３月に策定された海津市第５期高齢者保

健福祉計画、第４期介護保険事業計画では、みんなで創ろう健康長寿都市を基本理念として、

安心介護の海津市、健やかに暮らせる海津市、いきいきと支え合う海津市の３つの基本目標

が掲げられ、介護が必要な状態になっても住みなれた地域で安心して暮らしていける体制づ

くりを着実に推進されていると思います。反面、介護保険制度の普及、定着とともに、要支

援、要介護者の増加並びにサービスの利用が進み、今日では必要に忚じたサービスが受けら

れない、介護ニーズに対忚できていない面も出てきているのではないでしょうか。さらに、

海津市においても今後高齢化が一層進む中、さらなる疾病予防と介護予防の一体的な取り組

みが最優先であると考えます。 

 以上の観点から、次の項目についてお尋ねいたします。 

 １、最新の認定状況と利用率、そして施設入所者数。２、住宅改修の受領委任払いを22年

度から可能な事業所より適用するということでありますが、何事業者が代行を行っているの

か。適用できていないのなら、その理由と今日までの事業者への指導はどのように進めてき

たのか。３、第４期計画の進歩状況、利用実人員の目標と推移並びに給付費。４、施設入所

の待機者数。５、保険料、県下で上位４番目の納付とサービス提供のバランス状態。６、介

護予防教室の状況と成果並びに評価。７、介護ボランティア制度の検討結果。 

 次に、地域医療についてお伺いいたします。 

 急速な人口の高齢化や生活習慣の変化により疾病構造も大きく変化し、特に生活習慣病の

増加は社会全体に甚大な影響を及ぼしています。病気の発生を予防する一次予防はもちろん

のこと、市民の方々が安心して暮らせる地域社会の実現には、地域で安心して受診できるき

め細やかな診療体制を充実することが重要な要素であります。また、増大かつ専門化しつつ

ある医療需要への対忚に向け、二次、三次医療が適切に受けられる地域医療体制の確立を図

ることも必要であると考えます。 

 ここで、海津市医師会病院では、日本人の三大疾病の第１位であるがんの治療において、

がん診療連携拠点病院でもある大垣市民病院との間で入院から退院に至るまでの一貫した地

域連携診療計画が設けられております。市においてもこれまでに海津市医師会病院の開設以

来、医療機器の整備に助成を行い、充実の一役を図られてきたところでありますが、海津市

医師会病院がこの地域の中核病院として地域の更なる高度かつ専門的な診療の確保、早期発

見、早期治療の体制を強固にし、すべての市民が健康で笑顔が輝く健やかな生活が送れる社

会の構築に向け、行政と医師会病院がそれぞれの責任と役割を果たすよう努めていくことが

市民の健康づくりを社会全体で支援していくことにつながり、伸び続ける医療費の抑制にも
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結びつくと考えます。 

 そこで、近年の医療機器の高度化に伴い価格も高価になっていることから、海津市医師会

病院医療機器整備費補助金の上限額を見直す考えはないかお尋ねいたします。 

 次に、国民健康保険証のカード化についてお尋ねいたします。 

 2001年４月より健康保険法施行規則等の一部を改正する省令が施行され、被保険者証のカ

ード化が実施されるようになり７年が経過いたしました。厚生労働省提供の資料によります

と、平成21年６月１日現在のカード化実施状況は、全市町村数1,771に対して実施市町村数

は1,334で、実施率は約76％で、全市町村の４分の３が既にカード化しています。現在、海

津市では世帯ごとの保険証ですが、旅行時や同じ日に家族間で保険証が必要になるときなど

大変困るといった市民の声を多く聞きます。 

 そこで、国民健康保険証の個人カード化ができないかお尋ねいたします。 

 以上で終わります。 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 浅井まゆみ議員の高齢者福祉の充実についての御質問にお答えします。 

 １点目の最新の認定状況と利用率、そして施設入所者数についての御質問でございますが、

平成23年の１月末現在での65歳以上の要支援、要介護の認定者数は1,326人で、認定率は

14.8％となっています。要介護状態区分につきましては、要支援１が85人、要支援２が153

人、要介護１が117人、要介護２が275人、要介護３が251人、要介護４が215人、要介護５が

230人の内訳となっております。要支援、要介護認定者1,326人の方のサービス利用率は、居

宅介護、介護予防サービス受給者は737人で利用率55.6％、地域密着型介護予防サービス受

給者は76人で5.7％、施設介護サービス受給者は286人で利用率21.6％となっており、全体で

82.9％となっています。施設介護サービス受給者の内訳につきましては、特別養護老人ホー

ム136人、老人保健施設141人、療養病床棟９人となっています。 

 ２点目の住宅改修の受領委任払いにつきましては、今現在実施しておりません。住宅改修

利用者の方の申請を簡素化し、一時的に金銭的な負担をかけず利便性を図ることも重要なこ

とでありますが、一方で登録を利用した悪徳商法、不正請求等が行われる可能性も否めませ

ん。今年度に事業完了しました住宅改修は73件でありまして、住宅改修利用者の方々は市内

の自宅近隣にある業者に発注される場合が多くあります。受注した業者からは市が受領委任

払いを実施した場合、書類等の作成に負担が大きく、対忚することが非常に困難であるとい

う意見が寄せられております。今後は要綱等の整備を進めながら、当面は市内業者に対し、

受領委任払いにかかわる事務手続の理解と御協力をいただきながら、実施に向けて対処して
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まいります。 

 ３点目の第４期計画の進捗状況、利用実人員の目標と推移並びに給付費につきましては、

第４期計画期間の平成21年度から23年度における給付の見込みに対する平成22年度での主だ

ったサービスを過去10カ月の実績から年度全体を推計してみますと、月平均利用実人数はそ

れぞれ居宅サービスの訪問介護で見込み162人に対して推計では152人、通所介護で427人に

対して453人、通所リハビリテーションで189人に対し同数の189人、短期入所生活介護で113

人に対して112人、居宅介護支援で728人に対して786人となっています。地域密着型サービ

スの認知症対忚型共同生活介護では98人に対し74人となっています。施設サービスでは、介

護老人福祉施設では145人に対して150人、介護老人保健施設では146人に対して152人となっ

ています。給付費につきましては、平成21年度は給付費の見込み22億9,900万円に対して23

億7,200万円で、対比すると101.1％であり、平成22年度は見込み24億6,000万円に対して24

億3,800万円で、同じく99.1％と推計しております。 

 ４点目の施設入所の待機者数につきましては、市内の方を対象としますと、平成23年３月

１日現在で特別養護老人ホーム416人、老人保健施設38人、グループホーム21人となってお

り、特別養護老人ホーム重複申し込みを除いた待機者は290人となっています。 

 ５点目の保険料の納付とサービス提供のバランス状態につきましては、海津市の保険料の

基準額は4,700円ですが、居宅サービスにつきましては利用者の要望を満たしている状態で

あると思われます。また、施設サービスにつきましても、市内施設の入所定員は322人で、

65歳以上の高齢者人口に対する整備状況は人口比にすると、県内自治体の中では上位にラン

クされています。 

 ６点目の介護予防教室の状況と成果並びに評価につきましては、平成22年度は将来介護や

支援が必要となる可能性が高い方を対象とした特定高齢者事業として運動機能の向上、栄養

改善、口腔機能の向上を目的として実施し、35人の方が参加しておられます。一般高齢者対

象の教室では、健康運動指導士による講義と、いす体操を中心に筋力アップを図る「転ばん

教室」には62人、すらすらできる簡単な読み書き、計算と学習サポーターと会話を楽しむ

「忘れん脳教室」には34人、運動、口腔、栄養の講義と毎回調理実習を行う「おたっしゃ講

座」には14人、合計で110人の方の参加をいただいております。 

 また、社会福祉協議会に委託しております癒しスタジオＰＰＫでは発汗コースに83人、水

中コースに22人、心身コースに54人と合計で159人が参加されています。参加者は年度ごと

に増加の傾向にあり、続けて参加を希望される方も多くおみえになります。事業に参加され

た方がその後要介護認定を受けられたということは承っておりません。 

 また、介護度から見る改善状況につきましても、平成21年度の維持、改善の割合は介護認

定区分の要支援１から要介護１までの384人のうち、現状維持、改善した人の割合は67.9％
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となっており、地域包括支援センターで作成したプランを介護予防サービスにうまく活用し

て、本人が意欲的に取り組めるようにしていることが成果が上がっている要因と思われます。 

 ７点目の介護ボランティア制度の検討結果につきましては、介護予防の事業の一つとして、

高齢者の皆さんが介護予防ボランティア活動を通じて積極的に地域貢献や社会参加をしてい

ただくことは健康増進や介護予防にもなります。しかし、一方では家庭内で家族が行えば無

料、施設で活動すればポイントが獲得できるという矛盾も生じています。また、施設でボラ

ンティアが行う介護業務やその業務をどういう基準で数値化するなど、まだまだ課題があり

ますので、先進事例を十分に考察してまいります。 

 次に、地域医療についての御質問にお答えいたします。 

 市では現在、海津市医師会病院医療機器整備費補助金交付要綱により、検診に必要な機器

の導入経費の一部について3,000万円を上限とし、事業の２分の１を超えない範囲で助成を

させていただいております。合併後、平成20年度にはマルチスライスＣＴ、平成22年度には

デジタルマンモグラフィ導入にかかわる経費について助成をさせていただいているところで

あります。 

 議員御質問の補助額についてですが、御指摘のとおり、医療機器は近年特にデジタル化や

高度化により高価になっている場合が多くなっております。しかし、さきに上げました現在

医師会病院へ委託しております検診に使用される医療機器については、例えば平成20年度の

マルチスライスＣＴの導入費用が7,350万円、平成22年度のマンモグラフィの導入費が3,810

万円であり、補助基準と大きくかけ離れた価格の機器ではないと考えており、補助額として

は現在のところ適切な水準であると判断しておりますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

 なお、議員の質問にあります医療の地域連携は患者の身近にある医療機関と高度な医療施

設や技術を持った医療機関とがそれぞれの長所を生かし、患者中心の医療を行うことを目的

に、西濃圏域では高度医療が必要な疾患について順次進められているところであります。市

では医師会病院や医師会病院の先生方の御理解、御協力によりまして、今まで以上に検診制

度の充実を図り、地域連携を活用した市民の皆さんの健康づくりに努めてまいりたいと考え

ております。 

 次に、国民健康保険被保険者証のカード化についての御質問にお答えします。 

 議員の御指摘のとおり、平成13年の国民健康保険法施行規則の改正は、原則として被保険

者証を世帯証から個人証に改め、大きさを縦58ミリメートル、横86ミリメートルの運転免許

証サイズと規定しました。本市ではこの数年間、国が進めた健康保険証と年金手帳及び介護

保険証の機能をＩＣカードに集約した社会保障カードの本格導入の推移を見守ってきました

が、その先行きが見えない現状から、平成23年度国民健康保険特別会計予算案に所要の経費
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を計上して、ことし７月末の被保険者証の更新にあわせて個人証の導入を予定しています。

これにより、御家族がそれぞれ複数の医療機関を同時に受診できる、急病に対処して診療が

受けやすくなる、あるいは診察券と一緒に携帯など市民の皆様の利便性が図られるものと考

えております。 

 なお、本件は４月以降、導入に向けて広報誌及びホームページ上でその周知に努めてまい

ります。 

 以上、浅井まゆみ議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔４番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君。 

○４番（浅井まゆみ君） 大変細かく答えていただきまして、大変にありがとうございます。 

 まず、住宅改修の受領委任払い制度でございますが、１年間たっても全く進んでいなかっ

たということをお聞きして大変びっくりしております。その理由もさっき述べられましたが、

大変市民の方から多く要望があることも事実でございます。一日も早く業者の方と話し合い

を持っていただき、いい改善に向けて進めていただきたいと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 23年度は第５期介護保険事業計画の策定年度に当たります。策定に当たり、12月定例会に

おいてアンケート調査の補正がありました。アンケートの内容等について説明を受けており

ませんが、１号被保険者に対するニーズの把握と現在の状況はどのようになっておりますか、

お尋ねいたします。 

○議長（松岡光義君） 高齢福祉課長 菱田義博君。 

○市民福祉部高齢福祉課長兼地域包括支援センター長（菱田義博君） 浅井まゆみ議員の御質

問にお答えしたいと思います。 

 今先ほど言われましたように、介護認定者の方すべてと、あと抽出で65歳以上の方1,700

人、合計で3,000人ほどの方に対しまして、第５期介護保険計画のニーズ調査ということで、

もう一つはそれと絡みまして体のほうですね。要するにチェックリストですね。今までチェ

ックリストを別に送っておりましたんですけれども、一緒の項目でございますので、一緒に

送らせてもらって、今返ってきている段階でございますので、ニーズ的なことはまだその辺

のところまでは把握しておりませんので、３月いっぱいにまとめまして、４月からその辺の

ところの御要望のお答えをまとめまして第５期の介護保険計画のほうに役立てていきたいと、

そのように考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〔４番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君。 
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○４番（浅井まゆみ君） ありがとうございます。施設入居待機者ですね。今、特養で290人

おられるということですが、その解消に向けての施設整備計画が盛り込まれておりますか。

その点、お尋ねいたします。 

○議長（松岡光義君） 高齢福祉課長 菱田義博君。 

○市民福祉部高齢福祉課長兼地域包括支援センター長（菱田義博君） その件につきましては、

当然先ほど言いましたように、アンケートの結果ですね、もっとふやしてくれとかその辺の

ところのニーズがあれば、第５期介護保険計画のほうで検討しながら進めていきたいと。当

然保険料のほうにもはね返ってきますので、策定委員さんのほうですね、その辺のところの

皆さんとお話ししまして、要望が多いと、ニーズが多いということでしたら、両方の面で考

えながら進めていきたい、検討していきたいと、そんなふうに考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

〔４番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君。 

○４番（浅井まゆみ君） 松風苑やはつらつへ新たに入所される方というのはどのように決め

ておられるのか。例えば待機者に順位がつけられているようなことはあるのでしょうか。 

○議長（松岡光義君） 高齢福祉課長 菱田義博君。 

○市民福祉部高齢福祉課長兼地域包括支援センター長（菱田義博君） 原則では申し込みの順

番でございますが、緊急入所とかどうしても優先入所ですね、そういう形で入れてもらわな

ければ自宅で介護できないとか、そういう方もみえますので、その方につきましては、介護

度とか要するに負担の割合が大きい方の順番にということで、当然入所判定委員会、そちら

のほうを開きまして、どういう形でどの方が優先で一番に入っていけるのかという形で検討

しまして、その方の順番ということで、原則的には申し込まれた順番でございますけれども、

先ほど言いましたように、どうしても入っていただかなければならないという方については

判定委員会のほうですね、そちらで判定しまして優先入所させているというのが現況でござ

います。 

〔４番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君。 

○４番（浅井まゆみ君） ありがとうございました。この先、海津市においてグループホーム

は許可しないというふうに建設予定業者に回答されているというふうなことをお聞きしてお

りますが、その理由は何か。また、グループホームは在宅サービスとはいえ、施設入所待機

者の解消につながるのではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（松岡光義君） 高齢福祉課長 菱田義博君。 

○市民福祉部高齢福祉課長兼地域包括支援センター長（菱田義博君） グループホームにつき
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ましては、現在３月に完成した施設を入れまして５施設ございます。それで、入所定員です

が、90名みえるということで、私の個人的な考えですが、十分にグループホームのほうにつ

いては満たされているというような形で判断しております。しかし、先ほど言いましたよう

に、ニーズ調査のほうでどうしてもその辺のところが必要とか、アンケートの結果、そんな

ようなニーズがありましたら、当然第５期の介護保険計画、そちらのほうで検討していかな

ければならないと、そのようなことで考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〔４番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君。 

○４番（浅井まゆみ君） ありがとうございます。介護保険料の問題はあると思いますが、ニ

ーズが高いと思っておりますので、ぜひ今後計画のほうをよろしくお願い申し上げます。 

 次に、地域医療についてお伺いいたします。 

 整備補助金の上限額を見直す考えはないということでございますが、デジタルマンモグラ

フィとか7,350万ということでございましたが、今後の基金につきましては、本当に高度化

に伴い価格も高価になってくると思いますので、もう一度お尋ねします。見直す考えはあり

ませんでしょうか。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 先ほど御説明申し上げましたように、今までのマルチＣＴとかマンモ

グラフィ、この金額の範囲内で対忚できるということでありますので、今のところはこの金

額でお願いをしたいと、このように考えているところであります。 

〔４番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君。 

○４番（浅井まゆみ君） では、ちょっと観点を変えまして、そのマンモグラフィ検診で、Ｃ

Ｔで異常が見つかった方が何名ほどおりますでしょうか。おわかりになりますでしょうか。 

○議長（松岡光義君） 健康課長 石原八十司君。 

○市民福祉部健康課長（石原八十司君） お答えいたします。 

 乳がん検診につきましては、本年度まではアナログのマンモグラフィでございますけれど

も、21年度におきまして４名のがんの方が発見をされております。 

〔４番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君。 

○４番（浅井まゆみ君） ありがとうございます。新年度予算におきまして、子宮がん、乳が

ん、大腸がんのワンコイン検診、500円で検診が受けられるということを実施されるという

ことで、ありがとうございます。この検診ですが、夜間や休日にも検診できるようにしてい

ただきたいという要望が多くありますが、その点はいかがでしょうか。 



－７１－ 

○議長（松岡光義君） 総務部長兼市民福祉部長 後藤昌司君。 

○総務部長兼市民福祉部長併選挙管理委員会事務局長（後藤昌司君） 先ほどの御質問でござ

いますが、検診を充実するということは非常に重要なことだというふうに考えております。

今後につきましては、医師会の皆様、医師会病院の先生方と御意見をいただきながら、また

検討してまいりたいというふうに考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔４番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君。 

○４番（浅井まゆみ君） ありがとうございます。ぜひよろしくお願いいたします。 

 今年度、無料クーポンでの検診率はどのようになっておりますでしょうか。それぞれ。 

○議長（松岡光義君） 健康課長 石原八十司君。 

○市民福祉部健康課長（石原八十司君） 無料クーポン事業につきましては、女性特有のがん

検診ということで21年度から始まっております。子宮がん検診が20.0％、乳がん検診が

20.6％ということで、対前年３％ほどこの無料クーポン事業によりまして増加をいたしてお

ります。 

〔４番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 浅井まゆみ君。 

○４番（浅井まゆみ君） ありがとうございます。今回のこのワンコイン検診ですが、その無

料クーポンから外れた方がぜひ受けられるよう、また推進のほうをよろしくお願い申し上げ

ます。検診をされまして、また医療費の削減もできると思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 安心して暮らせる地域医療、福祉のまちづくりについてということで質問させていただき

ました。今回、石津地区のほうにおきましても自主地区社協が設けられました。地域で本当

に高齢者の方を見守る体制、地域で支え合う社会が築いていけたらよいと思っております。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（松岡光義君） これで浅井まゆみ君の一般質問を終わります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 藤 田 敏 彦 君 

○議長（松岡光義君） 続きまして、６番 藤田敏彦君の質問を許可します。 

〔６番 藤田敏彦君 登壇〕 

○６番（藤田敏彦君） 初めに、東日本大震災でお亡くなりになられた方に冥福をお祈りしま

すとともに、被災に遭われた方々にはお見舞いを申し上げます。 

 議長の許しを得ましたので、一般質問をさせていただきます。 

 私は１点、新統合庁舎の建設計画が延期になった、免震構造に設計変更してはどうか。質
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問相手は市長であります。内容につきましては、大きな地震がございましたので、途中尐し

カットさせていただきました。御了承よろしくお願いをいたします。 

 私は平成22年第３回定例会におきまして、市長に統合庁舎設計になぜ免震構造を採用しな

いのかと質問をいたしました。コストが高くつくため、一般的な耐震設計構造を採用すると

の答弁でありました。非常に残念でありました。いつ発生してもおかしくない東海・東南

海・南海地震の複合型大地震に備えるべきであります。市長は学校等の教育施設にはいち早

く、また、最近では消防署の耐震補強工事を完了された。地震対策に関しては他地域より早

く理解をし、実行されたことは大変ありがたいことだと思っております。現在は建築確認申

請が提出してある段階であると聞いていますが、着工が延期になった理由をもう尐し詳しく

お聞きしたい。海津郡３町合併協議会協定書の条件には、地盤の固さ、自然災害被害の危険

度の低さであった。しかし、この条件は反映されなかった。時間はまだあります。設計変更

して、ぜひとも免震構造を採用すべきであります。市長の所見をお伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（松岡光義君） 藤田敏彦君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 藤田敏彦議員の新統合庁舎が延期になった、免震構造に設計変更して

はどうかの御質問にお答えします。 

 藤田議員からは昨年の第３回定例会の際の一般質問におきましても同様の御質問をいただ

きお答えしたとおりであり、現時点におきましても、免震構造への設計変更の計画は持って

おりません。前回も答弁しましたように、現在設計中の統合庁舎は本市の防災拠点としての

役割を担っており、一般建築物よりも高い耐震性が求められることから、官庁施設の総合耐

震計画基準及び同解説に定める構造体の耐震安全性の分類を第１類として、大地震後に構造

体の補修をすることなく庁舎を使用できることを目的とし、人命の安全確保に加えて十分な

機能確保が図られるよう設計を進めています。 

 藤田議員より提案されています免震構造は、今までも統合庁舎整備特別委員会などで御説

明させていただいていますように、軟弱地盤において免震構造とする場合は地盤改良を行う

必要があり、多額の資金を要しますし、完成後においても免震構造の維持管理経費を要する

ことから、先ほど申し上げましたように、耐震構造により安全性を確保することとし、実施

設計を進めていますので、御理解いただきますようお願いをいたします。 

 以上、藤田敏彦議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔６番議員挙手〕 
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○議長（松岡光義君） 藤田敏彦君。 

○６番（藤田敏彦君） 途中をカットさせていただきました。この大震災は先ほど副市長が言

われましたように、1,000年に一度と言われるくらいのマグニチュード9.0、観測史上最大級

の地震であった。大津波のすさまじさ、やはり人間というのは巨大な大自然のエネルギーに

は太刀打ちできない。そしてまた、人間は自然の中に生かされているということがよくわか

ったと思います。震災に関しましては、きょうの中日新聞を見させていただきましたら、市

長は福井県には原発施設もある。市の防災計画も必要な部分は見直しを加えたいとのコメン

トを私は朝一番で読みました。市長が言われました見直し部分ですか、その部分をちょっと

お聞きしたいと思います。 

 今までの計画で、やはり利便性をすごく追及して経費がかからないと。それもやはり私と

しては先ほども申しましたように、場所の選定といいますか、やはり今マスコミ等で毎日、

毎日報道されておりますように、市役所の建物は災害時には防災センター、避難所となるわ

けであります。だから、計画の中にもやはりヘリポート、以前も議員の中でもそういうこと

を言われた方がおられました。これはもう当然ではないかと、こういうふうに思います。こ

れはもうぜひ考えてもらいたいと。それから、自家発電はたしかそういうディーゼルエンジ

ンがついているというふうに聞いておりましたが、ちょっとしっかり記憶があれですので、

それもちょっとお聞きしたいと思います。 

 この東日本大震災は、地形が御存じのようにリアス式の海岸という特殊な地形であります。

工事の延期をされたということは、我々海津市に新庁舎に対して、これは時間を与えられた、

再度考えなさいと、こういうふうに言われたのではないかと。これは大変失礼ではございま

すが、この大震災の教訓を生かさせていただきたいと私は思っております。もう一度大学の

地震工学の教授とか専門家とか、そういう方を呼ばれて、やはり場所の選定から構造は私が

当初から言っていますように、尐々の建設費用はプラスになるかもしれませんが、やはりあ

の悲惨な津波を見ておりますと、やはり生命と財産を守ることの大切さを本当にあすは我が

身に降りかかるかもしれない。どうかもう一度原点に帰って再度考えていただきたい。市長

のお考えをもう一度お願いいたします。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 強度に関しては十分あるという話を聞いております。そして、この３

月に実施設計が終わるわけでございまして、それに従ってやっていきたいというふうに思っ

ておりますが、藤田先生の御提言は本当にありがたく存じております。 

 それから、防災計画の見直しをどうするかということでありますが、前々から防災計画を

持っておりまして、今回の東日本大震災におきまして、原子力発電のああいう事件が起きま

した。ああいったことをかんがみますと、この海津市ももう尐しより具体的に、今でも持っ
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ておるんですけれども、さらに詰めた計画を練っていく必要があるのかなと思っております。 

 それから、津波でありますけれども、実は伊勢湾の神島で２メートル潮位が上がりますと

長良川河口堰が全開になります。今回の津波ではたしか40センチか45センチ神島で潮位が上

昇いたしておりまして、河口堰で70センチ水位が上昇いたしております。どの程度まで上が

ってくるのかということですが、実は前、スマトラ沖で地震がありましたときにタイで大津

波の被害がございました。あれも河川を上りました。したがいまして、国土交通省の方々に

どの程度上るものだろうかと、そういう調査を依頼しましたが、なかなかはっきりわからな

いということでございます。ただ、この辺では10キロ以上、20キロぐらいですから、10キロ

ぐらいまでは上っているということであります。ただ、その量もどれくらいかということが

ございますので、そういったことも含めて防災計画をもう一度見ていきたいと、このように

現在考えているところであります。 

 大変藤田議員からの免震ということでの御提言はありがたく存じるわけでありますが、後

で財政課長から答弁させますが、この第１類といいますのは相当強度な建物であるというこ

とでありますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（松岡光義君） 財政課長 木村元康君。 

○財政課長（木村元康君） 自家発電設備につきまして御説明申し上げたいと思います。 

 現在設計中の庁舎でございますが、自家発電設備としましては163ＫＶＡです。燃料タン

ク990リットルのタンクを屋上に設置しまして、自家発を行うこととしております。それで、

庁舎４階には防災の対策本部、そしてまた、防災の無線室、そして、２階にはサーバールー

ム等、そしてまた、１階等におきますホール部分につきましては、避難所としても活用する

という計画を持っておりますので、こういったところのコンセント、そしてまた、トイレ等

にかかります電源を供給することができます。それで、最大負荷をかけた場合、100％の負

荷の場合は24時間自家発、この990リットルのタンクで賄うことができます。それで、負荷

率が50％の場合は39時間ほど、そしてまた、負荷率が20％ほどの場合は72時間ほど耐え得る

ものとなっております。 

 以上でございます。 

〔６番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 藤田敏彦君。 

○６番（藤田敏彦君） ありがとうございます。先ほども言いましたように、こういう災害時

はヘリポートですね。やっぱりヘリコプターの重要性、これも大変かもしれませんが、やは

りこれもぜひ再考していただきたいと私は思います。 

 一般的に輪中地帯、輪中地帯とは言いますが、歴史民俗資料館、これは調べてみますと、

コンクリートパイルが58メートル打ってあるそうであります。こういう大きな大震災には、
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コンクリートパイルは途中で折れる場合があります。そうすると、パイルを打っても何の役

にも立たないと、そういう現象が起きます。そして、液状化現象ですね。それから、輪中、

輪中と言いますが、これ海津、平田の問題ではありません。私の住んでおるところもこれは

輪中なんです、堤防がありますし。南部のほうへ行っても、これ輪中なわけです。扇状地の

一部がやはり小高い丘のようになっているわけであります。ですから、やはりこれは全体を

考えて、ぜひともこういう避難所になると、やはり役所というのは強い建物であって、避難

所になるということを頭に入れていただきたいと私は強く願っておるものであります。私の

考えが、うん、ああいうふうにしておけばよかったと、こういうふうにならないことを望ん

でおります。 

 以上です。 

 ヘリコプターだけ聞いてください。すみません。ヘリポート。 

○議長（松岡光義君） 総務部長 後藤昌司君。 

○総務部長兼市民福祉部長併選挙管理委員会事務局長（後藤昌司君） 先ほどの御質問でござ

いますが、庁舎の上等にはいろんな設備がございます。それと、かなりの負荷がかかります

ので、今現状では庁舎の上にヘリポートを設置するという予定はございません。そのヘリポ

ートにつきましては、この周辺にかなりグラウンドがあったりとか、駐車場があったりしま

すので、そういったことで対忚ができる。議員今おっしゃいましたように、液状化現象が起

こった場合にはできない可能性もありますが、そういったところでヘリポート、緊急のヘリ

ポートということで対忚してまいりたいと。庁舎の上は今現状では考えておらないというこ

とでございますので、御理解よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（松岡光義君） これで藤田敏彦君の一般質問を終わります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 飯 田   洋 君 

○議長（松岡光義君） 時間が過ぎてまいりましたが、昼過ぎると思いますが、もう一人お願

いいたしたいと思います。 

 続きまして、13番 飯田洋君の質問を許可します。 

〔13番 飯田洋君 登壇〕 

○13番（飯田 洋君） まずもって、今回の地震で被災地の皆様方に心よりお見舞いを申し上

げます。 

 私は、統合庁舎の整備計画と中学校統合計画を見直し、南濃中学校の存続を求める要望に

ついて、この２点についてお伺いをしたいと思います。私の前に３名の方が質問されまして、

しっかりと議論されましたので、重複するところもあると思いますが、ひとつ省略せずに御
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答弁のほうよろしくお願いをいたします。 

 統合庁舎の整備につきましては、平成21年度当初予算に設計委託料を計上し、平成21年５

月28日に平成23年３月30日までの工期での契約を結び、これまで建設計画を進められてきま

した。基本設計による概算工事費は、増築工事分と海津庁舎耐震補強、改修工事分、それに

附帯工事を合わせ約23億3,698万円であります。平成22年３月19日には議員18名全員で統合

庁舎整備特別委員会を設置し、その間、可児市や宍粟市の新庁舎をも視察し、検討を重ねて

きました。平成23年３月末までに設計の上、建築確認がおりるように進めるには、７月中に

は基本設計を終え、実施設計に入る必要があるものとして、平成22年７月21日開催の第７回

統合庁舎整備特別委員会で変更事項等がございましたら、執行部側から説明をいただくこと

として基本設計案の検討を終え、実施設計に入りました。その後１月の全員協議会の席上、

昨年12月下旪に建築事務所へ確認申請を行ったとの報告がなされました。第４回定例会の折

にも市長は実施設計を急いでいると建設に向けての答弁がありました。 

 しかし、今定例会での施政方針の中では、現在の３庁舎による分庁舎方式を改め、１庁舎

に統合することは最大の行財政改革であると認識しております。したがいまして、事業着手

につきましては、財政状況を見きわめながら、財政上最も有利に事業が遂行できる合併特例

債の活用最終年度である26年度中の完成を目指し、取り組んでまいるとの説明でした。前日、

２月24日ですが、この新聞記事では予算の平準化を図るため、さらに城南中学校の体育館と

運動場の整備計画など他の事業を優先させ、財政負担の分散、建設予定は当初23年度、24年

度の２カ年計画から平成24年度から26年度の３カ年計画が示されていました。 

 新年度予算案については、通常11月に各部から予算要求が締め切られ、集計の上、査定に

入られる。歳入で大きなウエートを占める事業実施に大きな影響を及ぼす地方交付税や国庫

補助金等は国の予算の骨格が示される12月下旪の動向を見て固められ、財源の確保により事

業の採否により最終査定が終わるのは１月にずれ込み、遅くとも２月の初めには予算書を印

刷製本に回さなければ間に合わないと思いますが、これまでの市長の事業に対する意気込み、

発言から今回の大方向転換には何が起因し、大きく作用したのか。また、その時期、経緯を

お尋ねしたいと思います。 

 統合庁舎整備計画及び中学校統合整備事業、それに伴う財政計画は前年度から、数年前か

ら立てられておりました。今回１年着工を延伸された、完成には実質２年間延伸されたこと

になりますが、この間には設計内容について検討を加えられる予定がありますか。また、現

段階では十分な駐車場が確保できていない状況で、武道館南側のテニスコートを駐車場確保

の候補地として代替施設の整備を含め、検討はどこまで進んでいるのか。分庁舎方式を改め

ることによって得られる経済効果も相当額あると言われていました。今回の変更によって２

年分がなくなるわけですが、この点の考え方についてもお尋ねをいたします。 
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 次に、南濃中学校と城南中学校の統合計画の延期について教育長にお尋ねをいたします。 

 平成22年12月１日付、石津代表者会代表と石津小学校ＰＴＡ会長との連名で、教育委員会

あて提出された中学校統合整備計画を見直し、南濃中学校存続を求める要望書に対しては、

平成22年12月20日付で現在その取り扱いを継続的に協議していると回答。また、平成23年１

月31日付、石津代表者会代表から同じく教育委員会あてに提出された中学校統合計画を見直

し、南濃中学校の存続を求める要望に対しては、平成23年２月10日付で今後延期する方向で

市長、議会等関係機関と調整を図っていきますと回答されています。この間、定例教育委員

会は平成22年12月17日、平成23年１月13日、平成23年２月８日に開催されています。今後延

期する方向に至った経緯、内容についてお尋ねをいたします。 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君の質問に対する市長及び教育長の答弁を求めます。 

 最初に、市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 飯田洋議員の統合庁舎の整備計画についての御質問にお答えします。 

 まず、今回の大方向転換には何が起因し、大きく作用したのか。また、その時期、経緯を

お尋ねしたいとの御質問ですが、昨年中の一般質問、また、本日のこれまでの答弁で申し上

げましたように、私はかねてから庁舎整備については財政状況を見きわめながら進めていく

ということもお話をしてまいりました。平成20年10月にいただきました統合庁舎検討懇談会

からの海津市における庁舎のあり方に関する報告書において、統合庁舎の位置は、海津市役

所海津庁舎を利用し整備することとし、建設に当たっては適切な規模で、華美ではなく必要

最小限な庁舎とし、今後の財政状況を十分に見きわめ整備に当たられるよう要望すると求め

られています。 

 また、当時の議会、庁舎検討特別委員会におかれましても、分庁舎方式を改め、海津市役

所海津庁舎を利用し、整備することが最も望ましいとの全会一致の結論が導き出される中で、

附帯事項として庁舎管理経費など市財政運営を総体的に考慮し、整備に当たられるよう要望

するとの御意見をいただいております。 

 そこで、平成19年12月策定の海津市中期財政計画に統合庁舎の整備事業を位置づけ、現在

行っております実施設計までの事業を進めてまいりました。こうした中にあって、本議会に

提案しております平成23年度一般会計当初予算において、自主財源の基幹となります市税収

が22年度に引き続き23年度においても１億2,164万円減尐することとなり、このような状況

下における23年度の統合庁舎整備事業着手を見送り、同年度に予定しておりました城南中学

校体育館の建てかえ等による教育環境の整備を優先し、取り組んでいくこととしたものであ

ります。 

 次に、延伸した間に設計内容について検討を加えられる予定はあるかとの御質問ですが、



－７８－ 

本日の時点で実施設計業務もまだ完了しているわけではありませんので、そのような計画は

持っておりません。 

 次に、武道館南側のテニスコートの駐車場への転用に関しては、市内にはテニス愛好家の

方々もたくさんいらっしゃるわけであり、スポーツ振興を図る観点からも庁舎統合後の空き

スペースなどを利用しながら整備してまいりたいと考えています。 

 庁舎関係で最後の分庁舎方式を改めることによって得られる経済効果が２年間分なくなる

との御指摘でありますが、服部寿議員の御質問の際にも申し上げましたように、昨年度より

取り組んでいる第２次行政改革大綱、第２次集中改革プランを着実に実行し、簡素で効果的

な行政運営を引き続き行ってまいる所存であり、御理解を賜りたいと存じます。 

 以上、飯田洋議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 次に、教育長 平野英生君。 

〔教育長 平野英生君 登壇〕 

○教育長（平野英生君） 飯田洋議員の中学校統合計画を見直し、南濃中学校の存続を求める

要望についての御質問にお答えいたします。 

 海津市教育委員会では、定例の委員会だけでなく、勉強会を開催するなどして協議を重ね、

この問題と真摯に向き合ってきました。また、石津地区の保護者の皆様から早急に説明会を

開催してほしいとの声が多く聞かれました。このため、昨年の10月28日に石津代表者会、11

月５日に石津小学校ＰＴＡ本部役員会、12月３日には南濃中学校ＰＴＡ実行委員会において

説明会を行い、キッズパスポートの事業の説明をするなどして理解を求めてきました。 

 そこで、昨年12月からの南濃町地内３中学校適正配置に関する主な経緯につきまして御説

明しておきます。 

 平成22年12月１日、石津代表者会と石津小学校ＰＴＡの連名による中学校統合整備計画を

見直し、南濃中学校の存続を求める要望書が教育委員会に提出されたほか、石津小学校ＰＴ

Ａ本部役員会より12月20日を回答期限とする南濃地内３中学校統合についての意見書及び質

問書が提出されました。質問及び意見は計画の説明、養老鉄道利用に当たっての心配、自転

車通学における心配、スクールバスの整備など多岐にわたり、12月２日の平成22年第16回教

育委員会ではその報告をいたしました。12月17日に行われました第17回教育委員会では、質

問書に対する回答書を作成し、12月20日に手渡しております。 

 ことしに入りまして１月13日には平成23年第１回教育委員会が開かれていますが、教育委

員会の点検・評価報告書についてという議案において、学識経験者から適正配置の一般的な

考え方について意見をいただいております。１月19日には南濃中学校ＰＴＡ実行委員会より、

南濃町地内中学校統合計画の早期住民説明会の開催について、城南中学校１校統合における

通学手段についてを内容とする要望書が教育長に提出されました。１月31日には石津代表者
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会より２月10日を回答期限として、中学校統合計画を見直し、南濃中学校の存続を求める要

望が教育委員会に提出されました。 

 ２月８日に開かれました第２回教育委員会では、その対忚について協議しました。その結

果、委員全員の意見が平成26年４月１日という城南中学校と南濃中学校の統合は延期すると

いう方向で一致しました。しかし、要望書への回答については条例等の関係もあることから、

教育委員長と私が市長の意見を聞くということで委任されました。２月９日には教育委員長

と私が市長及び副市長と面談し、南濃中学校と城南中学校の統合計画につきましては、平成

26年４月１日施行となっているところですが、当教育委員会といたしましては、今後延期す

る方向で市長、議会等各関係機関と調整を図っていきますとの回答を出すこととし、２月10

日に石津代表者会に回答させていただきました。 

 以上、こういった経緯でございますが、飯田洋議員の御質問に対する答弁とさせていただ

きます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔13番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君。 

○13番（飯田 洋君） 前のお三人がしっかり質疑をされましたので、ちょっと方向を転換い

たしたいと思いますが、先ほど市長の答弁から設計内容について検討を加えられる予定はあ

るかという質問に対して、まだ設計の途中であるので考えていないという答弁でございます

けれども、私、設計事務所へ伺いましたら、設計者のほうに指示事項が出してあって、それ

が返ってくれば確認申請はおりるようになっておると、そういう説明を受けてきました。私

が質問したかったのは、今回の地震等も踏まえまして、この１年の間に何らかの検討を加え

られる予定があるかということをお聞きしたいと思いますので、再度御答弁をお願いしたい

と思います。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 実施設計に入る前に議員の先生方からいろんな御指摘を賜りまして、

そして、改めるところは改めて実施設計に入らせていただきました。今は３月末にそれが完

成するように願っているところでございまして、それ以上その設計図を見直すということは

いたしておりません。 

〔13番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君。 

○13番（飯田 洋君） 先ほどの駐車場の代替地のテニスコートにつきましては、愛好者の方

から強い要望がありますので、ぜひ早く代替地のほうをお願いしたいと思います。 

 それから、細かい点で一つお伺いしたいと思いますが、今回の方向転換というのは第７回
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の特別委員会で進んでおります変更事項等がございましたら、執行部側から御説明をいただ

くということで特別委員会を結んでおりますが、今回の変更につきまして、執行部から例え

ば統合庁舎整備特別委員会の委員長に報告はいつあったのかお尋ねをいたします。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） それは何月何日何時という御質問でしょうか。ちょっと記憶はないん

ですが、お話を申し上げて、こういったことでというお話は申し上げましたことは覚えてお

りますが。 

〔13番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君。 

○13番（飯田 洋君） 前回の確認申請を出されたときでも事後報告でしたので、今回もこう

いった重要な変更と思いますので、特別委員長にしっかりと報告がなされたのかの確認でご

ざいましたので。 

 それから、次に教育委員会の関係でお尋ねをしたいと思いますが、私は事業費の関係でち

ょっと質問をさせていただきたいと思います。平成18年以降22年度までに南中あるいは城南

中学校の耐震補強工事まで含めますと約５億9,500万円、６億近くの事業が行われておりま

す。今回の平成23年度庁舎の当初予算の約23億の半分ということで11億6,800万円が減額と

なりまして、城南中学校費の校舎設計費を省いた約６億4,800万円のみの事業費になって、

そのような予算計上がされております。 

 平成24年度の予定を想像しますと、庁舎の２分の１、約11億1,600万円からこれが３年計

画になりますので、単純に３分の１をいたしますと約７億7,800万円となり、約３億8,900万

円の事業費の減といいますか、予定量が尐なくなってまいります。城南中学校費では24、25

年度の予定額が現在のところ約13億5,000万円の予定ですが、これが２分の１の支出になり

ますと今回の延期で予定がなくなり、庁舎分の約７億7,800万円のみとなりますが、城南中

学校の計画では校舎以外にもプール関係費と外溝工事、こういったものを含めますと約５億

8,600万円の計画が上がっております。この外溝工事等が約５億8,600万円ですけれども、多

尐校舎の延期をしますと手戻りの部分があると思いますけれども、23年度屋内運動場等の計

画の後、この外溝工事の５億8,600万円、何年度に計画される予定か。これが24年度の単年

度で執行になると思いますと、庁舎分と合わせて約13億6,500万円の事業費となります。非

常に財政上厳しくなると思いますけれども、財政計画の見直しの計画も上がってくると思い

ますが、今の外溝工事は24年度単年度なのか、あるいはそれ以後に行われるのか、この点に

ついてお伺いしたいと思います。 

○議長（松岡光義君） 教育委員会課長 岡田健治君。 

○教育委員会課長（施設担当）併総務部課長（施設担当）（岡田健治君） 失礼します。御質
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問にお答えいたします。 

 まず、23年度におきましては６億を超える予算、また、24年度におきましては、今のとこ

ろ計画では１億8,400万円ほど、また、25年度におきましては２億7,400万円ほどの案を持っ

ております。先ほど24年度においての造成工事ということ、外溝工事ということでございま

したが、これにつきましては、造成工事におきまして6,000万円ほど予定しております。こ

れにつきましては、テニスコートの造成を予定しております。そのほかプールの解体、また、

体育館の解体等計画をしておりまして、体育館につきましては9,000万円ほど、また、プー

ルの解体につきましては1,750万円ほどの予算を予定しております。 

 以上でございます。 

〔13番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君。 

○13番（飯田 洋君） そうしますと、今の手元にあります資料ですと、プールの更衣室の解

体建築等あるいは今言われましたテニスコートが入ってきますけれども、全体の外溝工事と

いうのが５億6,900万円予定されておりますけれども、これは24年度単年度ではなしに24、

25で全体計画をされるということでよろしいでしょうか。 

○議長（松岡光義君） 教育委員会課長 岡田健治君。 

○教育委員会課長（施設担当）併総務部課長（施設担当）（岡田健治君） はい、24年、25年

の２カ年で行う予定でございます。 

〔13番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君。 

○13番（飯田 洋君） 庁舎が２年ずれ込みましても、実際の庁舎の全体計画の金額は変わら

ないわけでございますので、この城南中学校の校舎約７億円を延期しても非常に厳しい財政

事情になるかと思います。こういった点を踏まえて、ひとつしっかりとした財政計画を立て

ていただきたいと思います。 

 それから、今回の城南中学校の延期の方針ですが、決定された教育委員会の基本理念とい

いますか、これをお伺いしたいと思います。また、現在正確には平成22年４月１日現在の数

値でございますが、中学生は1,132人、ゼロ歳児は236人で今の人口動態のままでいけば15年

先での中学生の数は約708人ということでわかっております。これまでもいろいろ議論をし

てこられたと思いますが、まずは海津市の中学校の姿、未来像でございますが、どのような

姿を教育委員会としては描いておられるのか。そして、延期の終期といいますか、目標年次

も必要ではないか私は思います。今回のように同じ繰り返しがないように、きちんと目標年

次も決め、条件整備を整えていく必要があると思いますが、この２点についてお尋ねをした

いと思います。 
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○議長（松岡光義君） 教育長 平野英生君。 

○教育長（平野英生君） 今の延期の方向に至った中で、先ほど六鹿議員さんのときにもお話

ししましたが、いろんなことがある中で先ほど４点ほどそういうふうに至ったわけを六鹿議

員のときに述べましたが、統合といいますか、中学校においては小学校が複数校集まって、

いろんな子たちと交じり合いながらやっていくということが一番大事だろうという線につい

てはお互いに認め合ったところでございますので、そういう基本線はまた後でもお話ししま

すけれども、そういった中で４点ほど考えながら延期の方向を定めたところでございます。 

 それから、先ほど言われました延期の日時等にかかわっては、この方向が認められました

ら、今後継続審議になっている教育委員会において、そういったことにかかわる具体的なこ

とをさらに詰めていこうと考えているところでございます。 

〔13番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君。 

○13番（飯田 洋君） 議論中ということで非常に難しいと思いますが、もう一つ、教育委員

会の会議の中身について尐しお聞きをしたいと思いますが、この２月10日に延期の回答を南

部のほうにされておられますけれども、この２月８日の会議の内容でございますけれども、

市長の意見をきちっと聞き、それで最終の委員会の結論に持っていきたい、こういう話し合

いをなされて10日に延期の回答をされておりますけれども、この教育委員会の会議の中では、

延期ということはきちんと結論づけておられないように思うんですが、この延期というのは

いつ、どこで決められたんでしょうか。 

○議長（松岡光義君） 教育総務課長 三木孝典君。 

○教育委員会教育総務課長（三木孝典君） 失礼いたします。 

 この後、近藤委員長が来まして次の質問の中でもお話をされることでございますが、２月

８日の教育委員会におきまして一人一人の御意見を聞かれ、そのときに延期ということで皆

さんの御意見が一致したところでございまして、ただ、条例につきましては、教育委員会が

議会に議案を提案することはできませんので、そのあたりにつきまして市長とも話し合いを

持つということで、教育長あるいは教育委員長に委任されたところでございます。 

 以上です。 

〔13番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君。 

○13番（飯田 洋君） 先ほど教育長の経過の中で２月９日に市長と話し合いをされておると

いうことですので、このような席で最終的な結論を出されたと推察いたします。 

 もう一点お伺いをしたいと思いますが、この教育委員会の中で最終の委員会の結論という

言葉が出ております。最終的な結論をできれば年度内に出したいと思う、こういう言葉が委
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員会の中で述べられておりますけれども、この委員会の最終の結論というのは何を指すのか、

この点についてお伺いしたいと思います。延期ではないと思いますが、その点についてお伺

いしたいと思います。 

○議長（松岡光義君） 教育総務課長 三木孝典君。 

○教育委員会教育総務課長（三木孝典君） 失礼をいたします。 

 会議の中では、延期の時期も含めた結論ということでございます。 

 以上でございます。 

〔13番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君。 

○13番（飯田 洋君） もう一度、会議の中で延期ではなしに、この結論というのは最終的に

はどういう中身か、もう尐し詳しく、すみません。 

○議長（松岡光義君） 教育総務課長 三木孝典君。 

○教育委員会教育総務課長（三木孝典君） 今のところ延期の方向性ということは委員皆さん

の意見で一致したところなんでございますが、延期の実施時期、先ほど来、各議員さんのほ

うからも御質問が出ております延期の時期についてはまだ決定しているわけではございませ

ん。こういったことも含めて最終の結論をできれば年度内に出したいということでございま

した。 

 以上です。 

〔13番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 飯田洋君。 

○13番（飯田 洋君） ちょっと要領を得んですが、２月８日に委員会で延期の方向を決めて

おられますが、そのときにできれば年度内に最終的な結論を出したいというこの年度内にま

でかかって出す最終的な結論をあえてもう一度お尋ねいたします。 

○議長（松岡光義君） 教育総務課長 三木孝典君。 

○教育委員会教育総務課長（三木孝典君） 先ほど来申し上げておりますように、延期の時期

も含めた最終的な結論ということで認識をしておりますけれども、先般、３月８日でござい

ましたか、委員会の席でも最終的な今までの経緯について委員会の中で報告がありまして、

その中でもそういったような文言が用いられておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（松岡光義君） これで飯田洋君の一般質問を終わります。 

 ここで１時15分まで休憩いたします。 

（午後０時１４分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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○議長（松岡光義君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後１時１５分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 堀 田 みつ子 君 

○議長（松岡光義君） 続きまして、８番 堀田みつ子君の質問を許可します。 

〔８番 堀田みつ子君 登壇〕 

○８番（堀田みつ子君） それでは、質問に先立ちまして、私からも先週11日に発生いたしま

した東日本大震災で亡くなられた方々に心よりお悔やみを申し上げます。また、被災されま

した皆様にお見舞い申し上げます。さらには市の職員の方、保健師の方も引き続き被災地に

派遣されるとも耳にいたしました。実際気をつけてお出かけいただきまして、被災地の皆さ

んの心身のケアに十分お力を発揮していただける、そういうふうに存じております。そして、

震災の早期の終息と被災地の復興を祈っております。 

 それでは、議長の許可を得ましたので、通告に従いまして２つの事柄についてお尋ねいた

したいと思います。 

 １点目、新庁舎の建設についてであります。 

 新年度予算案には新庁舎の建設費は盛り込まれずに先送りされました。新聞に規模は４階

建て、延べ5,000平方メートル余りで、総事業費は20数億円に上る見通しと報道されるよう

に、財源の確保がままならず、計画がそのまま次年度にスライドさせただけにすぎません。

市民が本当に望んでいる内容とは思えません。これから高齢化社会にさらに突き進むことを

考えるならば、中心地に集中させて規模の大きなものを建てることが住民サービスになるの

か疑問であります。また、昨年12月の定例会で防災拠点としての機能について触れられまし

たが、センターとして物、人が集中してしまうことは市役所としての必要な事務を行うこと

や防災拠点としても機能が十分に発揮されないのではありませんか。そこで、具体的な数値

も含めて防災拠点としての内容を尋ねたいと思います。さらに詳細設計が出たら提示される

ともその折、述べられました。いつ提示されるのでしょうか。 

 新庁舎建設と並行して検討されるべき支所のことについてもお尋ねします。先ほども触れ

ましたが、高齢化を見据えるならば窓口サービスの充実は欠かせないと考えます。そこで、

今考えられている支所の業務内容は何か具体的にお尋ねします。 

 次に、中学校統合問題についてお尋ねします。 

 私は、合併前から一般質問でも取り上げ、南北に長く、通学距離も６キロ以上あり、起伏

のある地形を考慮すると、南濃町では２校必要であると発言してまいりました。また、せっ

かく３町合併するのだから、全体を見て学校の配置を考えるべきとも発言してまいりました

ので、今回の教育委員会の南濃中学校の統合は延期との方針は望ましいと考えます。しかし、
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これまで市の教育委員会は、中学校は各町に１校ずつでと方針を出していましたので、方針

の転換に際しましては、本当にきちんと経過報告をするべきと考えます。また、南濃中学校

の統合延期はいつまでなのか。海津市全体を視野に入れた学校区の見直しも必要ではないか

など、今後どのような教育環境を整えていくのか考え方をお尋ねいたします。 

 以上の２点、よろしくお願いいたします。 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君の質問に対する市長及び教育長の答弁を求めます。 

 初めに、市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 堀田みつ子議員の新庁舎の建設についての御質問にお答えします。 

 庁舎建設を延期しましたのは、本日それぞれ御答弁させていただいておりますように、大

規模事業につきましては、将来負担も含め予算の平準化を図り、23年度については城南中学

校体育館の建てかえ等による教育施設の整備を優先し、取り組むこととしたものであります。 

 次に、庁舎の建築面積についての御質問ですが、堀田議員も御承知のように、昨年の統合

庁舎整備特別委員会におきまして御議論いただきながら、機能性と経済性を両立させるべく、

華美とならないよう必要最小限の庁舎として抑制をしてきており、御理解いただきたいと思

います。 

 また、防災拠点としての機能でございますが、昨年第３回定例会の一般質問の際も御答弁

させていただいておりますが、庁舎は市民の皆様にとって利用しやすい建物でなければなら

ないことは言うまでもありませんが、何よりも大地震等の災害発生時において災害対策に当

たるべく、防災拠点としての機能が求められています。そこで、藤田議員の御質問の際にも

御答弁させていただきましたように、一般建築物よりも高い耐震性を有する建物とし、大地

震後に構造体を補修することなく即座に防災活動ができ、人命の安全確保に加えて、十分な

災害救助拠点としての機能の確保が図られる庁舎として設計を進めています。 

 なお、自主設計が完了いたしましたら、その概要について議会の皆様には御説明をさせて

いただきたく思っておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 次に、支所業務の内容についてのお尋ねにつきましてお答えします。 

 海津市統合庁舎検討懇談会の報告書並びに議会庁舎建設特別委員会審査報告書の附帯事項

に、庁舎統合により市民サービスの低下を招かないように、現在の支所の存在も含め、市民

サービスの確保に配慮することを求められております。そこで、現在計画しています支所に

つきましては、先般の議会議員全員協議会で報告させていただきました海津市組織機構再編

計画案に示させていただきましたように、平田庁舎及び南濃庁舎付近に支所を設置し、また、

現在の南部及び北部支所はそれぞれ出張所として引き続き現在の窓口サービスを継続する計

画でおります。支所及び出張所の業務は、現在の南部及び北部支所の業務を最低限の業務と
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し、そのほか判断を伴わない業務を執り行うこととする計画でおります。 

 以上、堀田みつ子議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 次に、教育長 平野英生君。 

〔教育長 平野英生君 登壇〕 

○教育長（平野英生君） 堀田みつ子議員の中学校統合問題についての御質問にお答えいたし

ます。 

 現在までの経緯につきましては、飯田議員御質問の折に詳細に説明させていただきました。

教育委員会では今回、南濃中学校と城南中学校の統合計画につきましては、平成26年４月１

日施行となっているところですが、当教育委員会といたしましては、今後延期する方向で市

長、議会等関係機関と調整を図っていきますと石津代表者会に回答しましたが、子供たちの

育ちを考えたとき、複数の小学校から１つの中学校に進学したほうが望ましいという当初か

らの基本的な考え方にいささかの変化もございません。今後新たな人間関係を築くなど、子

供たちの社会性を培うためにどうしていったらよいかを真剣に考えていく必要があると存じ

ます。統合の延期期間につきましては、期間を定める方法や統合のための基準を定める方法

などさまざまな選択肢があり、今後次のステップに移行してまいりたいと存じております。 

 また、学校区は海津市立小学校及び中学校の就学区域を定める規則において定めていると

ころです。規則では、特別な事情により指定された学校に就学することができない場合には

指定校変更の制度がありますが、本制度のあり方につきましては、現在教育委員会において

継続的に協議が続けられているところです。 

 また、フリーゾーンについても検討しておりますが、学校経営と地域の連携が図りづらい

のに加え、何らかのきっかけで年度によって入学者が大きく変動することも考えられます。

こうなりますと、教職員の人事配置はもとより、施設面でもクラス数等の関係から教室等が

一時的に不足するといった偏りが出てまいります。今後さらなる議論を深め、海津市に生ま

れ育ってよかったと思っていただけるような教育環境の整備を目指していきたいと思ってお

ります。 

 以上、堀田みつ子議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） それでは、この問題についてはもう本当にほかの議員の方もいろい

ろとお聞きになっているので、二重になるかもしれませんけれども、よろしくお願いいたし

ます。 

 庁舎の問題でありますけれども、今回のこの地震で本当に実際に海津町のほうは大分揺れ
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たねと。南濃町のほうでは、そこまではひどくなかったよというふうで、場所の選定の問題

から、住民の方から本当にこのままで大丈夫なのというふうな御意見をお聞きします。実際

のところ、懇談会であるだとか議員の特別委員会で海津庁舎に統合という結論というのは実

際に認めてきたわけでありますけれども、ただ、今回のこうした大きい地震、これから南

海・東南海ということも言われて、ほとんど規模的には変わらないようなので襲ってきて、

問題としては海津町では液状化現象であるとか、水が結構あふれてくるという本当にそうい

う問題も出てくると思います。そんな中で一極集中といいますか、海津町にこれだけの規模

のを建ててしまって本当によいのかというふうな声も聞きますけれども、そういうような声

に市長はどのようにこたえていただけるんでしょうか。まずはこの場所に大きなものを建て

て、本当にそんなん要らへんやん、もし何かあったときには大変じゃないですかというふう

な声も聞きますので、そういう声に市長としてはどのようにこたえていただけますでしょう

か。それをまず第１点お聞きしたいと思います。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 私は一極集中とは考えておりません。それぞれの地域に市のそれぞれ

の施設がある、そういったことがよいのではないかと考えておりません。 

 それから、この庁舎の問題に関しましては、ずっとお話ししておりますが、市民の皆さん

方の懇談会、そして議員各位の検討会、さらには昨年議員各位の視察の後の御指示に従って

修正も行ってきております。そういったことで進めさせていただきたいと思っております。 

 それから、現在３つ庁舎がございます。南濃の方は水道、下水、そういった専門のときは

平田庁舎に行っていただかなくてはいけません。福祉のことに関して、平田の方は南濃庁舎

まで行っていただく必要があります。それが１カ所ですべての事務事業が執り行えれば大変

市民の皆さん方の利便性が高まるのではないかと、このように考えております。 

 以上、堀田みつ子議員の答弁とさせていただきます。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） それこそ確かに別に１カ所に機能が集中していろんな窓口のサービ

スが受けられる、そのことに全くもって反対するわけではありませんけれども、ただ、これ

からの高齢化に伴って、なかなかここまで出かけられないという方に対してのサービスをど

のように考えるかということをついこの間、組織機構のところで支所、出張所の業務という

のが考えられていましたけれども、今の支所でできる業務を最低限の業務として、そのほか

にも精査して執り行うというふうになっていますが、本当にどこまでできるかというのが一

番問題なんです。 

 高齢者の方に一番やっぱり必要なところは介護保険であるだとか医療の問題であるとか福
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祉の問題などの質問したときに答えていただけるというふうな、そういうようなことが必要

なんですけれども、今は支所に尋ねても結局は南濃庁舎に行ってくださいよというふうな形

になってしまったりということが往々にしてありますので、そういう高齢の方に対するやっ

ぱり支所での対忚というのを今後充実していくというのが大事じゃないでしょうか。その点

に関してどこまで、この業務を精査するというのはどなたがされますか。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 堀田議員、高齢の方と、その方々を大切にいろんな事業を展開してい

かなくてはいけないと思っておりますが、例えばここに庁舎ができたときにコミュニティバ

スを見直すとか、そういったこともあわせて検討していくわけでありまして、それと同時に、

市民のサービスに対して窓口課のさらに職員の能力を上げていくと、そういったことも必要

であろうかというふうに思っております。 

 それと、ひとつ御理解を賜りたいのは、海津市は合併をいたしました。今３町のそれぞれ

の地方交付税を合算していただいております。これが10年たちますと４万人、３万9,000ぐ

らいの人口の交付税になります。実際にはもう議員の各位は御存じだと思いますが、９億円

ぐらい地方交付税が減ってまいります。そういった時期にどう対忚していくか、そういった

ことも考えながら今事業を進めさせていただいておりますので、よろしくお願いを申し上げ

たいと思います。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） すみません、こうした窓口業務なんかの今お尋ねしたのは、どこら

辺で、企画課のほうでいろんなことを精査されるのでしょうけれども、そうした場合、どこ

まで皆さんの意識調査というか、これだけのことはやっぱりしてほしいよというような、そ

んなことをやっぱり調査してということはして、ついこの間、全般的なアンケート、意識調

査みたいなのはされたんですけれども、そうじゃなくて、こういう支所機能の窓口、これだ

けはやっぱり要るんじゃないかというような、そういうような調査というのはどこまでやっ

ていただけるのでしょうか。 

 それとともに今現在は、結局は職員の方、北部の支所のことなんですけれども、職員の方

１人、そして、それこそ特別というふうで職員でない方というふうな形で運営しております

けれども、そうじゃなくて、せめて２人、３人というふうにそれぞれの窓口で職員の方を配

置するとか、そういうふうなこともやっぱり必要になってくると思うし、さらに言うならば、

支所だけでなくて出張サービスといいますか、本当に一番身近なところで月に１回だけ庁舎

の、庁舎というか、せめて受付業務とかそういうことをしますよと、そういう日にちを定め

るだとか、そういうことも含めてやっていくというのが一番大事かなというふうに思うんで
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すけれども、結局庁舎問題を考えるときにその外回りのことを大きくしていけば、何も真ん

中でやることは本当に事務、もっとシンプルでもそれこそみえる人が本当にどれくらいかな

というような状況になってくると思うもので、ぜひともその部分の検討をしていただきたい

んですけれども、いかがですか。 

○議長（松岡光義君） 企画部長 福田政春君。 

○企画部長（福田政春君） 先般、組織の機構再編計画の案をお示しさせていただいておりま

す。今後さらに内部の調整をいたしまして、具体的な事務の取り扱い等につきましても検討

させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） それこそ一番最初に新庁舎の建設と言われた中で、大変過大な広さ

のを設計されてきて、一番最初に先ほどは防災拠点としてそこに皆さんが来ていただくとい

うふうにフロア、フロアというか通路のところが11メートルあって、それが今やっと９メー

トルに狭くなったんですけれども、もう本当に一番最初に出された中にうたってあった言葉

自体がどちらかというと防災がどうのこうのというふうなことは言っていなかったというこ

とを一番残念な話だなと思うんですけれども、実際に今回の地震で本当にこの海津町の庁舎

のところにそれだけのものを建てて、ではどれだけの人がここにみえるのかというふうなこ

とを本当に思いますので、やはりただ単に１年間スライドさせて延ばしただけというふうで

なく、やっぱりもう一度考え直すということも必要ではないかということをお伝えするのみ

になると思いますけれども、どうしてもその今のお答えはそれ以上ではないですので、とり

あえず本当にその部分は考えていただきたいところであります。 

 それでは、中学校の問題をお願いしたいんですけれども、先ほどいろいろと言われました。

これから考えていく中で、結論というのを年度内に出すとかというふうな話も先ほど出てき

ましたけれども、年度内にどこまでの結論を本当に出すための会議であるとか、いろんな方

向性みたいなものをできるのかということをひとつ危惧するんですけれども、とりあえず最

初からのというか、もう市になってからの話で進めていきたいと思いますけれども、平成19

年11月30日に、これは平成18年８月９日付に中学校の適正配置に関する要望というのが南濃

町南部の区長さんから出ていますね。そして、その答えを平成19年11月30日に回答されまし

た。その中に確かに将来的に適正配置というのは重要な課題であるということを認識してい

る。このときにもう認識されているし、それから、中学校のいろんな適正配置の再検討には

長い期間が必要であるというふうなことを言われながら、すぐにここのときにはもうそれぞ

れ以上の長い期間が要るから、そのときには考えずに、何しろそれぞれの町で１つずつにす

ればいいだろうというような簡単な結論にしてしまったのはなぜなのかというのが一番問わ
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れると思うんですけれども、このときにそう言っておきながら、ついこの間やっぱり同じよ

うに要望が出たら統合を先送りして、延期してというふうに言われました。このときの皆さ

んが検討されたことと今回の検討されたことというのは、どのくらいどう違うんですか。ち

ょっとそれを。 

○議長（松岡光義君） 教育長 平野英生君。 

○教育長（平野英生君） 市になりましてから市として方向づけを考えたわけですけれども、

当時の生徒数等の関係ですね、そういったことと、それから中学校で望む姿ということを考

えた中で、今の子供たちが本当に夢を持ち、目標を持ち、自分の選択できる幅を持った活動

ができる、そういった中学校教育を考えたときには、やはり中学校では複数の小学校が集ま

るそういった中で社会性も非常に伸びる、それから心身ともに一番成長する中学校時期には

そういうことが大事だということで、そんな方向で中学校というものを考えましたし、それ

から、当時の生徒の数から含めて現実に統合問題にかかわっている部分を考えますと、旧町

１校ずつが一番望ましいところでまとめたわけでございますが、そういった中で、そういっ

た方向性を持ちながらも今回、思った以上に生徒の数が減ってきているというような問題と

か、それから解決すべき問題もいろいろありましたけれども、そういった問題等いろいろあ

りまして、そういった基本的な姿勢は大事にしながらも今の、それから先ほど六鹿議員のと

きにもお話ししましたが、４つほどの理由から、そのほかにもありましたが、そういった中

で今回のような方向性を持ったわけでございます。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） そのときから18年、19、20、21、22というふうにしてもう何年間か

たっていますよね。それで、最初にそういうふうにそれぞれに各１校なんていうふうに言わ

ずに、本当にこの地域に、皆さん本当にこういうふうに考えているんだというふうにして説

明をされたりだとか、特に北部なんかはみんな南濃町１校になるから、何とか養南中学校が

なくなってもしようがないから、１校に統合してもいいですよというふうに、そういうふう

に言われましたし、それから、私が結局２校ぐらいのほうがいいんじゃないかというふうな

ことを持論で持っていましたので、そのことに対して大変いろんなことを言われました。何

で今ごろそんなことを言うんやというふうにして。今だってきっと北部の方、地元ですので

そういう声も聞きますけれども、でも、子供の教育環境は何がいいのかというふうなことを

考えたときに、やっぱり通学距離というのも大きな要素の一つだと考えるんですけれども、

先ほど１月13日に一般的なたしか中学校のあるべき姿みたいなときに出たことはどんなこと

だったんでしょうか。その距離に関しても、やはり６キロぐらいが適当であるというふうな

のが多分出たんじゃないかなと思うんですけれども、そこら辺はどうでしょう。 
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○議長（松岡光義君） 教育総務課長 三木孝典君。 

○教育委員会教育総務課長（三木孝典君） 失礼いたします。 

 岐阜大学の先生のお話だと思いますけれども、点検・評価報告書の中に盛り込まれている

ような内容でございまして、先般の全協の折でも御説明をさせていただきましたが、読み上

げますと、学校規模の適正化は教科教育での専門性を考慮した適切な教員配置を可能とする

ために、また、適切な学習集団を担保することによる子供自身の活性化と社会性の育成のた

めに努力しなければならない事柄であると考えます。しかし、このことに関しては、社会的

合意形成を図りながら進めることが大切であることも言うまでもありません。今後の日本の

人口動向の推測から考えるとき、学校の統合、再編は長期的課題で避けられない問題である

とも言えます。しかし、人口減尐は一律に進むわけではありません。住みやすいまちづくり、

子育てに魅力あるまちづくりや政策により、人口減尐に歯どめがかかったり増加したりする

事例もあることも考えるとき、今後の海津市のあり方について教育委員会の枞を超えて全市

的に検討することも大切であると考えます、このように明記してございまして、こういった

内容であったというふうに記憶しております。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） ありがとうございます。それこそこうした考え方だとか、そういう

ようなことというのは、この４年も前のときにどうしてやっていかなかったのかということ

が一つにはあります。そうしたことを本当に北部の皆さんにしても、南濃の中部で土地を提

供された方であるだとか、そういうような方にどこまできちんと話していただけるかという

ことが本当に重要なことだと思うんですけれども、いつごろそういう説明はそれぞれの地域

に入ってされるんでしょうか。 

 それとともに、今後の考え方の結論を出していくというか、本当にどうしていくかという

ことを話していくためのこれからの予定といいますか、それぞれもう全地域に説明会である

だとか何かというのがやっぱり必要だと思うんです。ただただ南濃中だけじゃない、海津に

もそうだし、平田中学校だってはっきり言ってそう変わらないですよね、人口的にというか

生徒数、なくなっていくというか、統合しようとしていた中学校等も。だから、そういう意

味で言うと、教育長としてはどこまでそれぞれ地域の方に話して、本当にただただ最初に結

論をあるという形でお話に行くんじゃなくして、皆さんのまず意見を聞き、早めにまたもう

一回それに対する答えを出してと、そういうふうな相互関係のことをされるお気持ちはある

んですか。 

○議長（松岡光義君） 教育長 平野英生君。 

○教育長（平野英生君） こういった形に変更しましたので、そういった中で今後そういった
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方向についてのもう尐し具体的な期間とか、例えばいろんな規則等の中でどんな形でいつま

でというような事柄もある程度教育委員会の中で煮詰めながら、次のステップに進みながら、

そういったことをもとにしたものができた上においては、各地に出向いていろんな御説明を

したいと思っています。誠心誠意話をしていこうと思っています。 

 以上です。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） その点はよろしくお願いしたいということと、もう一つは中学校の

耐震の問題ですけれども、南中も耐震補強しました。これで耐用年数、あとどれくらいとい

うことをとりあえずお尋ねしておきたいと思いますが。 

○議長（松岡光義君） 教育委員会課長 岡田健治君。 

○教育委員会課長（施設担当）併総務部課長（施設担当）（岡田健治君） 失礼いたします。 

 南濃中学校におきましては、体育館と校舎の耐震補強が終えております。建設年度が昭和

48年度、また途中増築しておりますが、失礼しました、北舎におきましては昭和57年、それ

から特別教室は58年それぞれあるわけでございますが、耐震補強いたしましたところにつき

ましては50年といたしまして、60年の…… 

〔「いつまで」と呼ぶ者あり〕 

○教育委員会課長（施設担当）併総務部課長（施設担当）（岡田健治君） 構造的なことを考

えた場合に、あと25年から30年の間で大丈夫かと思います。複数の年数での校舎でございま

すので、若干差異がございます。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） このことは実際に平成19年でしたか、その19年度の折に20年度の予

算のいろんな審議をする中で大体20年ぐらいはという話はお聞きしておりましたので、確か

にそうです。ということもありますので、やっぱり本当に校舎は使えます。人数的にもいま

だそれぞれ各２クラスずつはあと10年、さらにもう尐し、今ゼロ歳児ぐらいのときにも各学

年二クラスおおよそあり得ます。それにどうしても違う学校から来なくちゃいけないという

ふうな理由というのは、序列がはっきりしてしまうというふうなことを言われますけれども、

教育というのはそういうことを容認していることではないと思いますので、本当に子供たち

の健やかな育ちというのは私も願っております。そういう点でもやはり近くで地元の方が見

守ってくれる、いろんな部分、本当にまだ多感な中学生ですので、できる限り延期をしてい

ただき、そして、それぞれの皆さんが説明に入って本当に大丈夫だよというふうになってか

らでも統合というのは遅くないと考えますので、ぜひともこの点は中学校を存続させていた
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だきたいというふうに思います。 

 それで、最後にちょっと先ほど条例改正の問題なんですけれども、26年にはこの南濃中学

校を削るというその一文、いつ削っていただけますでしょうか。これは市長ですね、よろし

くお願いします。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） きょう何度も御説明をしておりますが、教育委員会の中で結論が出次

第、議会の先生方のほうに御提案を申し上げたいと思っております。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） 方向としては延期というふうなことは教育委員会でもう話しされて

います。それから考えたら、市長、ぜひ決断してください。よろしくお願いします。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 私は子ども議会というのを夏休みやりますけれども、やはり子供さん

たちが刺激がほしいとか交流がほしいとか、そういうような御意見も聞いております。そう

いったこともございますし、また、地域としての御要望もあるということで教育委員会が方

向づけをいたしました。その方向づけをしたことがどういう形でできるのか結論は出ている

わけですから、それを検討していただかなければ議会に提出することはできませんので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（松岡光義君） これで堀田みつ子君の一般質問を終わります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 川 瀬 厚 美 君 

○議長（松岡光義君） 続きまして、９番 川瀬厚美君の質問を許可します。 

〔９番 川瀬厚美君 登壇〕 

○９番（川瀬厚美君） 議長のお許しを得ましたので質問をしたいと思いますが、関東東北の

震災のさまの報道を見ますと、本当に質問の意欲も失せます。しかし、通告どおり質問をし

たいと思います。 

 質問の相手は市長であります。要旨は、活性化に向けた農地の整備をということで質問を

したいと思います。 

 昨年８月から11月にかけて海津市農業委員会において市内農地の現状の調査が行われ、去

る２月の総会で調査結果が議決されました。遊休農地合計筆数は1,268筆、面積は832,681平

米、実に83町歩であります。その中で南濃町分は実に1,008筆を数え、面積は639,067平米、

全体の約77％に当たるわけでございます。うち畑は466,582平米でありました。想像を超え

る大きな数字が示されたわけであります。放置してある理由は儲からない、手間がない、高
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齢化した、形が悪く作業がしにくい、道がない、狭い、有害鳥獣の被害が多い、また、地権

者が遠くにみえる等々要因は多岐にわたることが考えられます。しかし、当市としてこのよ

うな状況を放置することは、あらゆる面で大きな損失でありましょう。市長はこの現状をど

のように思われるか。また、解決策はどのような方法が考えられるかお尋ねをいたします。 

 いまや食の自給率を高めることは我が国としても重要課題であり、当市としても当然念頭

に置いて考えねばならない問題でありましょう。また、市活性化に向けてあらゆる角度から

取り組まねばならないとき、その現状を放置することなく、尐しずつでも解決していくこと

は重要であると考えます。特に南濃町地内は、幹線道路から一歩入れば100年も前も今も同

じあぜ道のままの地域も多く、発展に大きなブレーキがかかっていると思われます。広大な

面積の遊休農地を含む農地の整備は急務であると考えますが、いかがでしょうか。 

 去る２月10日付岐阜新聞に昨年の県内人口動態調査結果が掲載されました。出生率県平均

は人口1,000人当たり7.98人でありましたが、当海津市の出生率は6.3人と県平均を大きく下

回る。他市の中では海津市の２倍の出生率を誇るところもありました。我が市は子育て支援

として医療費の負担軽減、留守家庭事業の充実、病後児保育等、また検診、ワクチン、不妊

治療等の助成事業を行い、喜びの声も聞こえるが、いまだ成果にはほど遠いわけであります。

このようなソフト面でのサービスも大変重要であると考えますが、同時にハード面の環境整

備も人口増への対策として必要と考えます。海津、平田の優良農地を虫食いに開発は許され

ません。養老山ろくに連なる南濃町の整備は市のイメージとしても大変重要であると考えま

すが、市長の御所見をお伺いしたいと思います。 

○議長（松岡光義君） 川瀬厚美君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 川瀬厚美議員の活性化に向けた農地の整備をについての御質問にお答

えします。 

 遊休農地に至るまでの背景としましては、山田武議員の答弁でも申し上げましたが、農業

従事者の高齢化の進展や後継者不足、農産物の価格の低迷、有害鳥獣による農作物への被害

などにより耕作されなくなった農地が多くなったと思われます。南濃町地域の農地において

は傾斜地が多く、基盤整備が余り進んでおらず、経営の効率化を図ることが難しいこともあ

り、遊休農地化が進んだものと考えられます。特に果樹栽培の場合は、植栽されているのが

永年栽培作物であることから、基盤整備により果樹の改植に伴って収入がなくなってしまう

ため、農家は改植を伴う基盤整備に消極であること、さらには水田農業と比較して肥培管理

や収穫作業が手作業であり、機械化が難しいことや農地を面的に集積することが非常に困難

であることが挙げられます。 
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 議員御指摘の作業効率や土壌条件が悪い圃場の解消策として圃場内の道路、水路整備、傾

斜の緩和、区画の整形等の農地の基盤整備は遊休農地の減尐につながる有効な方策であると

考えます。それには農地所有者を初め、地域の皆様や関係団体、関係機関などの合意、協力

なくしてはなし得ることはできませんので、基盤整備要件の環境が整えば、市といたしまし

ても事業推進に取り組んでまいりたいと存じます。 

 また、現在活動をいただき効果を得ています中山間地域等直接支払い制度を活用した集落

組織で農地の保全管理、遊休農地の解消等を行い、農業生産活動を継続するための共同活動

を支援してまいります。遊休農地の解消としましては、海津市担い手育成総合支援協議会を

主として農業委員会、農地利用集積円滑化団体である西美濃農業協同組合、農事改良組合等

の農業関係団体と連携を密にし、農地の賃借の促進、集積による効率的な利用を進めるため、

国・県の補助制度等を積極的に活用し、遊休農地が１筆でも減尐するよう支援を図ってまい

ります。 

 農家、集落、行政、西美濃農業協同組合など地域が一体となって地域の特性を踏まえたき

め細やかな取り組みを持続的に行っていくことが肝要ですので、御理解、御協力をお願いい

たします。 

 以上、川瀬厚美議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございませんか。 

〔９番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 川瀬厚美君。 

○９番（川瀬厚美君） 今、市長さんがお答えになりました確かに斜面であるとか、いろんな

面で進んでいないということは当然ありますが、しかし、現状を放置することは、ましてや

これだけの面積を放置することは、私は大きな市の損失であると思います。ですから、平野

部のような水田整備のような効果をすぐあらわすことはできませんけれども、しかし、将来

に向けて私はいろんな面で投資することは重要であると考えます。有害鳥獣の被害も大変深

刻でありますが、しかし、形がよくなれば防獣もしやすくなる、防護さくもしやすくなる、

いろんな面で効果をあらわすことができるんです。現在、どこが境かわからないようなでこ

ぼこの畑もいっぱいあってとてもできないんです。その一部でよそがやっていないからとか、

やる人がいないとか、なかなか能率が上がらない。話ができない。しかし、いろんな基盤整

備ができればそういったことも解決する。また、隣の畑も一緒に耕すとか、また、エスエス

で消毒できるとかいろんな面において効率が上がる。効率が上がれば生産性が上がり、コス

ト減にもつながる。コスト減につながれば、またよその産地間の競争にも勝てるようになる。

いろんな面で私は活性化につながるというふうに思います。 

 ですから、そういった目を本当に持ってもらえるかどうか。ただこういう制度がある、あ
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あいう制度がある、建前だけの話じゃなくて、やっぱり前へ出て本当にどうしたらいいかと

いうことを私は行政としても真剣に考えていただきたい。先月、１課１改善運動が発表され

ましたけれども、ああいうことと一緒です。今まで行政はそういう町の体制でありましたけ

れども、これからは町を出ていただいて、もっと見ていただいて、そして、どうしたら抜本

的に解決ができるか、そういうことを考えていただきたい、そういう体質になってもらいた

いと私は思います。そういう整備をすることが市の力となり、大きな市の利益につながると

思います。 

 それから先日、吉田の出来山公園で防御訓練が行われました。出席された方は濃尾平野を

一望する景色を見られて、感嘆の息をのまれたことと思います。魅力ある整備は市の活性化

とともに人口減尐の歯どめ策にも私はつながると思います。市長は海津大橋の建設に向け、

愛知、岐阜両県に働きかけをしていただいております。また、海津市東の県道の整備もとい

うふうに言っておられます。将来に向けて愛知県の方々も住んでもらえるような養老山ろく

のふもとにつながる南濃町の整備は、将来に向けて私は非常に重要であるというふうに考え

ます。どうしても行政は目先のことをこなさなくてはいけない事由であるから取り組んでみ

えますけれども、先を見据えた部分があってもいいと思いますが、市長、いかがでしょうか。

お尋ねします。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 議員御指摘のとおりだとは思います。今も実は中山間地域等直接支払

い制度、これを集落組織で農地の保全管理、遊休農地の解消等を行う、農業生産活動を継続

するということで南濃町でも16のこの組織ができております。この組織を使いまして、組織

の中でその地域のいろんな横とのつながりあるいはここを基盤整備しなさいとか御意見をい

ただければ、それはそれで非常にありがたいと思っております。さらにはけさほど山田議員

の御質問にもお答えをしたわけですが、今、岐阜県のほうへ計画ですね、この総合的な被害

防止対策に取り組みまして、海津市有害鳥獣被害防止対策協議会、こういったものを今年度

設立して地域一体となって鳥獣被害対策もやっていきたいと思いますし、その中で耕作放棄

地対策も同時に担うことができるような組織にしていきたいということで御理解を賜ればあ

りがたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔９番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 川瀬厚美君。 

○９番（川瀬厚美君） 基盤整備も20町歩単位で県の補助が得られるというふうに聞いており

ますけれども、やはりその話ができれば乗ってやるというようなことだと思いますけれども、

やはり行政からの要求なり主張なり必要であるというふうに思います。あくまでこの現状で

は損失であるということで進めていただきたいと思いますし、市民の幸せのため、市の繁栄
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のためにぜひとも前へ出ていただきたいと、そのことを思っております。願っております。

よろしくお願いします。要望です。 

○議長（松岡光義君） 終わりですか。よろしいですか。これで川瀬厚美君の一般質問を終わ

ります。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 赤 尾 俊 春 君 

○議長（松岡光義君） 続きまして、３番 赤尾俊春君の質問を許可します。 

〔３番 赤尾俊春君 登壇〕 

○３番（赤尾俊春君） 一般質問を行う前に、私からも東日本、また関東地方で起きました大

きな地震に被災されました皆様方にお悔やみを申し上げるとともに、ただいま人命救助で活

躍中の皆様方に頑張っていただきたいと。いち早く被災してみえる方が助かるように祈って

おります。 

 それでは、23年第１回定例会において、下記の事項について一般質問を行いたいので、会

議規則第62条第２項の規定により通告をいたします。３月３日に通告をしておりますので、

尐し質問が適切ではないかとは思いますが、御理解をいただきまして、質問をさせていただ

きます。 

 要旨は、平成24年10月に岐阜国体が開催されます。海津市は開催予定の競技にどのような

サポートをされるお考えかお尋ねをいたします。質問相手は市長と担当課でございます。 

 ぎふ清流国体の開催の決定から２年ほどが過ぎました。まだまだ先のことと考えていまし

たが、来年、24年10月に開催されます。１年半ほどで開催されます。海津市で行われる競技

は尐年女子のバレーボール、カヌー、公開競技のトライアスロン、デモスポのビーチバレー

ボールの４種目です。会場の整備、ボランティアの確保、競技運営に関する打ち合わせ等々

開催に向けての協議打ち合わせが必要と思われますが、準備は進んでいますか。 

 市民の皆さんには、ぎふ清流国体が開催されることすら御存じない方も多くおられます。

さらなるＰＲが必要ではないかと思います。 

 また、海津市では選手の受け入れや競技へのかかわりはどのようにされますか。市民のか

かわり方もお聞かせください。 

○議長（松岡光義君） 赤尾俊春君の質問に対する質問の答弁を求めます。 

 市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 赤尾俊春議員の平成24年ぎふ清流国体で海津市は海津市開催予定の競

技にどのようなサポートをするのかについての御質問にお答えいたします。 

 平成24年ぎふ清流国体開催まできょうであと564日となりました。ぎふ清流国体海津市実
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行委員会におきましては、４つの専門委員会を立ち上げ、今までに３回の各専門委員会を開

催し、本大会はもちろんのこと、リハーサル大会開催に伴う各種計画、要綱、要領等を協議

し、御承認いただいております。 

 赤尾議員御質問の開催に向けての協議、打ち合わせについてですが、カヌー競技について

は県カヌー協会、さらには公益社団法人日本カヌー連盟にも運営面や施設整備について会議

の場を設けたり、質問を出し回答をもらうなどして準備を進めております。バレーボール競

技についても県バレーボール協会並びに開催３市町と定期的に会議の場を設定し、運営面や

施設整備について調整を図っています。トライアスロン競技は県トライアスロン連合、ビー

チバレー競技は県ビーチバレー連盟と打ち合わせを重ねております。 

 ４競技とも役員や補助員の編成、競技会場の配置、競技用具の整備など打ち合わせを重ね、

大会に向け準備を進めております。また、補助員については競技補助員と競技会補助員があ

り、競技補助員は高校生を初め学生を主に依頼し、競技会補助員は競技会運営、会場設営、

総合案内所、広報にかかわる活動を市民ボランティアにお願いすることになりますので、現

在その市民ボランティアを募集しているところであります。 

 私も各種会合などにお邪魔した際にボランティア募集の話をさせていただき、多くの市民

の方の御協力をお願いしているところでございます。全国から来ていただける選手、監督、

観客を温かくお迎えし、だれもが海津市に来てよかったと思うようなおもてなしができるよ

う、今後はさらに各種団体に協力を呼びかけ、円滑な競技運営ができるようボランティア募

集に努めたいと考えております。 

 次に、市民のＰＲ不足についてですが、平成22年度は子供への啓発活動を中心に、ミナモ

の着ぐるみを使ってイベントに参加したり、ミナモダンスやミナモシール、ミナモ塗り絵を

使ってのＰＲ活動を行った結果、尐しずつではありますが、子供たちに国体への関心を持っ

てもらえるようになってまいりました。平成23年度はミナモ運動の展開、市ホームページへ

の掲載内容の充実に加え、さらなる啓発活動としてボランティアによる花いっぱい運動やク

リーン作戦の実施、啓発物品購入の費用を計上する予定であります。議員各位には実行委員

会委員をお願いしており、ＰＲ活動に御支援くださいますようお願いを申し上げる次第であ

ります。 

 最後に、選手の受け入れや競技へのかかわりについてですが、選手の受け入れは民泊の実

施という御質問と解しますが、私も市民の皆様の思い出に残る国体にするため、民泊の実施

を検討いたしました。しかし、そのためには民泊協力組織を各自治会単位で立ち上げていた

だくなどの準備や１競技最長で６泊となる可能性があり、受け入れ家庭への御労苦も心配さ

れますことから、民泊の実施をやめ、羽島市内へのホテルを含めた広域配宿とさせていただ

きましたので、御理解くださいますようお願いいたします。 
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 市民の皆様には競技役員等としても御協力をお願いすることになる方もあろうかと思いま

す。国体の成功は市民の皆様の御協力なしではなし得ません。今後はさらなる啓発活動を推

進し、市民の皆様の国体開催への御理解を深めてまいりたいと考えております。 

 以上、赤尾俊春議員の質問に対する回答とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございますか。 

〔３番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 赤尾俊春君。 

○３番（赤尾俊春君） ただいま松永市長から御答弁をいただきました。競技に対する面で今

進めていただいているということはよくわかりました。がしかし、先ほども言いましたよう

に、海津市民の皆様が本当にこの地で岐阜国体のどういった種目が開催されるということは

本当に御存じない方が多いと思っておりますので、今後ＰＲをしっかりしていただきたいと

思っております。 

 まず最初に、市長にお尋ねいたしますが、先ほども答弁の中に出ましたが、民泊の実施と

いうことを考えたが断念したというような答弁でしたが、私はもう尐し市民の皆さんのとこ

ろへそういったことをおろしてから判断すべきではないかと思っております。もっと心の通

った国体を推進するならば、やはり民泊は必須ではないかと思っております。特に海津市は

そうした宿泊施設がありません。近隣の羽島市や大垣市に宿泊していただき、会場をお貸し

するだけで本当に心の通った国体が推進できると思われますか、お答えください。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） もう一つ海津市ではカヌーと女子の高校バレー、それに公開競技でト

ライアスロン、ビーチバレーと、この４種目をやると、行わせていただくということがござ

いまして、それだけ種目が多いということも民泊を選択しなかった理由の一つにありますの

で、御理解のほどをよろしくお願い申し上げます。 

 それと、私も実は選手ではないんですが、お話をお聞きいたしておりますと、例えば親切

に市内のいろいろ観光案内をされるとか、あるいは一つは荷物を持ってあげるとか、さらに

は今、カヌーで海津市の方を中心に70名ほど審判団が今いろいろ訓練をしていただいており

ますが、そういった方々が選手に対してどういうような忚対をするかということが非常に地

域のおもてなしにつながると。実は県のほうに国体準備をしている部局がございますけれど

も、そちらのほうにお邪魔をさせていただいて、どういったことが本当に心のこもった歓迎

になるのかと聞いてまいりましたら、アンケート等をとった結果の中にはそういうような御

意見が多かったということであります。 

 したがいまして、例えば大会運営をしっかりやる、それから、いらっしゃった選手の御案

内とかそういったものをしっかりやる、あるいは忚援団で来ていただく方々に対するいろん
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な御案内、そういったものもしっかりやると。そういったことが心のこもったおもてなしに

通じるのではないかなと、このように思っておりますので、よろしく御理解のほどお願い申

し上げます。 

〔３番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 赤尾俊春君。 

○３番（赤尾俊春君） なかなか民泊も難しいということはよく私も承知しております。しか

しながら、こうした市長も常々名古屋市に設置されている岐阜県の名古屋事務所へ職員を配

置し、海津市の名所、史跡、また物産をＰＲしているというふうにいつも自慢げにお話をさ

れております。これ、岐阜国体、今度開催される清流国体は全国に海津市を発信する絶好の

チャンスではないかと私は考えております。それで、競技種目が特に尐年女子バレーボール

であります。あと３競技もございますが、特にこの高校生の皆さんであります。ですから、

そういった人たちをお迎えし、民泊を実行することにより、海津市はいいところだなと思っ

ていただければ、友達の輪もできるでしょうし、また、この地に住んでいただける期待も私

はできると考えます。ですから、国体というのはそもそもそういった心の触れ合いを大事に

する競技だと考えておりますので、非常に難しいからその点はやめておこうじゃなく、千載

一遇のチャンスだから皆さん協力してくださいよと、こういう形で下へおろしていただくの

が一番いいんじゃないかと私は思いますが、どうでしょうか。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 一つ私、そういう印象を与えておったらいけないと思うんですが、決

して中日ビルのあれは自慢げに話しているわけではなくて、ああいったことをやってＰＲを

しておりますという現状報告をしております。ああいったことも１回だけではなくて、やは

り最低５年間ぐらいのクールでやっていって初めて海津市のいろんなものが名古屋市民に理

解してもらえるものだと、こういう理解をいたしております。 

 先ほど赤尾先生がおっしゃいましたように、民泊というのも確かに御指摘のとおりの面が

あろうかと思いますが、先ほども申し上げましたように、非常に長いことお泊まりになられ

る選手もいらっしゃいますし、それから、今度正式種目がビーチバレーと尐女の高校バレー

でございます。結構選手の数も多くなっております。それから、今の選手の気質、そういっ

たこともいろいろと考慮いたしまして民泊を断念したものでありますので、よろしく御理解

のほどお願い申し上げます。 

〔３番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 赤尾俊春君。 

○３番（赤尾俊春君） 海津市も先ほど言いましたように、そういった宿泊施設はありません。

しかしながら、年間200万人をお迎えするお千保稲荷、また、木曽三川公園、それから、海
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津温泉、南濃の水晶の湯、数え上げれば切りがない施設、観光スポットがあります。そうい

ったものを例えばそうした羽島、大垣に分散で宿泊されますと、そういったところに恐らく

観光に行ってもらえないと私は考えますので、ぜひとも断念したではなく、まだまだ１年半

ありますので、しっかりそうしたことを検討していただきたいことを要望いたしまして、質

問を終わります。 

○議長（松岡光義君） これで赤尾俊春君の一般質問を終わります。 

 ここで休憩をいたします。２時45分まで休憩をいたします。 

（午後２時３０分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（松岡光義君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後２時４５分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（松岡光義君） ここで、星野議員より発言の申し出がありましたので、許可をします。 

○15番（星野勇生君） 大変貴重な時間をいただきまして、ありがとうございます。 

 実は緊急質問を提出させていただきました。そのことについて議会運営委員会は、議長か

らお知らせがあったように40分以内で行えという御指摘をいただいておりますが、今回の緊

急質問は２つありまして、今回ここでやっておかなければ後でやれない問題であります。１

つは副市長が今月、３月31日をもってこの海津市の副市長をおやめになります。もう一つは、

一般質問されるときに皆さん方が今回の大地震についてお悔やみを申し上げられております。

議会冒頭、黙祷もささげておりますが、海津市が今後対忚しなきゃならんことについては私

からこの緊急質問をもって行いたいということで申し入れしてあります。 

 しかし、40分のハーフ内ですと、私が当初計画した質問と緊急質問を合わせると、どうし

ても40分ではしんどうございます。したがって、当初からこの地震についてたとえ10分でも

ええので、40分から外してくれんかというお願いをしてきました。そのことについて皆さん

方の御意見を私は聞きたいと思いますので、議長、お諮りください。お願いします。 

○議長（松岡光義君） 今、星野議員から御存じのとおりですが、議会運営委員会ではもう40

分以内でならオーケーですよと、こういうことが出ましたが、星野議員から、いや、それで

はもう一遍本議会でみんなに諮ってくれんかと、緊急ですから。こういう意見が出ておりま

すが、どうしましょう。 

〔８番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 堀田みつ子君。 

○８番（堀田みつ子君） やはり緊急質問は緊急質問として取り扱ったほうが今後もこういう

ことがあるかもしれませんので、時間外というふうにされるのが妥当だと思うんですけれど
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も、いかがでしょうか。 

○議長（松岡光義君） そのほか、意見ございますか。 

〔14番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 渡辺議員。 

○14番（渡辺光明君） 今、堀田みつ子さんからこれは別扱いにしたらどうだというような御

意見が出ましたけれども、今の規約、申し合わせ事項の中でそれはありませんので、今後の

ことについてはそういうことも検討していったらいいのかなと思いますけれども、緊急質問

に対して否定するものではございません。ただし、今の申し合わせ、ルールの中でけさ議運

で判断させていただいて、それはあくまで40分の中でやっていただくのが今の状況ではない

かというようなけさ判断をさせていただいて、議長に申し上げたところでございます。 

 以上。 

○議長（松岡光義君） ありがとうございます。 

 それでは、採決をとります。挙手でお願いします。緊急質問、今、星野議員が言われた緊

急だから多尐延ばしてもいいんじゃないかとか、あるいは渡辺議員が言われました、もうど

うしても今のあたりは40分でおさめるということでございますが、それでは、40分でおさめ

るという方は…… 

〔「議長、ちょっと」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松岡光義君） はい。 

○14番（渡辺光明君） これは双方の意見を聞かれて、この議場のことですので、議長が判断

することではありませんか。 

○議長（松岡光義君） いや、これは私だけの判断ではいけませんもので、結局星野議員とし

ては全体で聞いてくれと。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松岡光義君） はい。 

○16番（永田武秀君） 確かに私も議運の一人ですので、確かにそういう方向性を出されまし

たけれども、問題はここへ議事日程が出してあります。そこで日程第２、一般質問、それか

ら日程第３、緊急質問となっております。ということは一般質問とこれは議事日程からいき

ますと別物の扱いがされておりますので、これは、私は大変申しわけない、今気がつきまし

た。だから別物になっておれば当然その時間というものは別々に考えるものであると。私は

この日程第２、第３と分かれておりますので、これはやっぱりこのルールどおりいくべきで

あると私は理解いたしました。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部議員。 
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○11番（服部 寿君） いわゆる我々は条例規則等にのっとって会議を運営しておるわけでご

ざいまして、議長が今お諮りいただいておるのは、我が海津市議会の会議規則の中の緊急質

問等第63条、いわゆる議長は会議に諮らなくてはいけない。今、議長が諮っていただいてお

るんですよ。会議日程、追加日程は当然諮ってみえるんです。だから、議長は賛否を今とる

ということでございますので、私は会議規則にのっとって議長が今判断していただいておる

という判断で、この会議規則にのっとってやってみえるということで私はそれに同意します

ので、進めてください。 

〔15番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 星野議員。 

○15番（星野勇生君） 最初から申し上げておるように、議会で諮ってくださいと申し上げて

おります。しかし、緊急質問について内容を見ていただいた人はありますか。 

○議長（松岡光義君） はい、見ました。 

○15番（星野勇生君） 議長に聞いていません。皆さんは私が何を意図として緊急質問をした

その内容についてごらんになりましたか。確かに会議規則はそうなっておりますので、私は

定められた時間で結構ですと言っている。しかし、できれば10分でもいいので何とかなりま

せんかとお願いしておるんです。いかがですか。 

〔12番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 水谷議員。 

○12番（水谷武博君） 今、いみじくも星野議員から言われました。議長にも休憩中に申し上

げました。緊急質問の中身によりますと。こういうことも中身はまだいまだかつてわかりま

せん。それが緊急質問に値するのか、一般質問の通告の中でできたことなのか、これわかり

ませんので、今中身もまず教えていただきたいし、緊急質問に値するのか。そして、もし今、

議長が言われるなら緊急質問は何分なので、緊急質問の時間をつくってございませんと思い

ます。ということで時間の制限もしないと、これは私はルール、議会の今申し合わせ事項も

ございます。きちっと例外じゃなくてやっていただきたいと思います。悪い前例をつくらん

ようにひとつ議長、その辺はよろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（松岡光義君） 今、ほんなら緊急質問を異議なし……。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松岡光義君） はい。 

○14番（渡辺光明君） 先ほど永田委員がこの緊急質問に対して、日程第３といって書いてあ

ると。だからこれは別扱いをするべきだというような話でございましたが、この議事日程に

ついて議場に入ってから私は初めて見ました。けさ８時半から議運を開いた時点では、こう

いう日程が組んであるということは知らない状況の中で結論を出しておりますので、そのと
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きの結論はそれで正しかったと私はそういうふうに認識しております。 

 以上。 

○議長（松岡光義君） しばらく休憩します。 

（午後２時５５分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（松岡光義君） それでは、休憩を解き会議を開きます。 

（午後３時００分）  

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（松岡光義君） 今配りましたが、まず緊急に当たるかどうかということだと思います

が、どうでしょうか、皆さん、読んでいただいて。 

〔12番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 水谷議員。 

○12番（水谷武博君） まず、今、星野議員から出されました緊急質問の申出書を読ませてい

ただきました。まず、第１号の副市長退職に当たりと書いてございます。質問相手、副市長

ということで書いてございます。その中の文面にもございますけれども、23年３月３日、唐

突に市長から副市長退職が告げられましたと、こういうことでたしか私も予算委員会の前だ

ったと記憶しております。ということは、時間的には一般質問は３月３日午後５時が締め切

りでございます。ということで議長、間違いないですね。 

○議長（松岡光義君） はい、そうです。 

○12番（水谷武博君） ということで、これが通告、日にち的、時間的には一般質問の通告時

間内でございます、一般的にいきますと。時間的には一般質問内で受け付けることだと思い

ます。中身については、僕はもうこれは何の申し上げるあれもございません。一議員さんの

発言権でございますので、中身についてはいいか悪いとかは言いません。当然ありますが、

時間的にはそのようではないんでしょうか。まず緊急性があるのかないのか。そして、この

本会議場で御質問をしなきゃいけないことなのか。僕それを第１点思います。 

 まず１号につきましてはそういうことで、２号につきましては、先ほどから皆さん、議長

を初め言っておられます東日本大震災のことでございます。これは11日、締め切り後に発生

したことでございますので、緊急性はあると思います。この質問も執行部に対して対忚はど

うだった、今後はどうかということでございますので、これは緊急質問に値すると思います

ので、私個人的には御理解ができますので、認めてもいいと思います。ただし、時間を緊急

質問は何時、例えば一般質問も提出されております、星野議員は。緊急質問は、ではこれに

対して何分以内ということも決めてスタートをしていただいたらどうでしょうか。これは私

の意見でございます。あとは議長が採決か何かしてやられると思いますので、よろしくお願
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いをいたします。 

○議長（松岡光義君） 今、水谷議員からわかりやすく言うと、緊急質問は尐し別にして５分

とか10分とか切ったらどうやという私は意見だと思いますが、皆さん、どうですか。 

〔14番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 渡辺議員。 

○14番（渡辺光明君） 今回、星野議員のこの緊急質問を認めるということは今後にも影響し

てきますので、これから緊急質問が出た場合は、事前にこれは別として取り扱う。ただし、

時間についてはこれこれですよという今後ルールをつくると。これはあくまで別枞でこれか

ら取り扱うというような、そういうような考えがあるんでしたら、先ほど水谷議員が言われ

たことに対しても、これは理解せんものではございませんけれども、そこら辺のことも含め

て今後そういう検討とか、そういうことをされるつもりでしょうか。どうでしょうか。 

○議長（松岡光義君） まだこれ今初めてでございますので、また初めてのことでございます

ので、私一人の判断ではできませんので、今後の判断は一遍皆さんで協議していただくとい

うことにきょうはしていただきたいと思います。私一人が今ここでどうだこうだということ

はなかなか難しいかなと。きょうに限って。 

〔14番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） はい。 

○14番（渡辺光明君） そうでなかったら特別扱いはできないと、こういうふうに思っており

ますので、私の意見としてそう言いましたので、あとは議長の判断です。 

○議長（松岡光義君） よく検討します。 

〔11番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 服部議員。 

○11番（服部 寿君） ちょっと履き違えてみえるかもしれないけれども、今の緊急質問とい

うのは議員から出せる権利がありますので、いわゆるそれを許可するかどうか議会が判断す

るということですので、渡辺議員、そういうふうでは、その持ち時間40分の範囲というのは

これからの課題だと思いますが、緊急質問を出されて、いわゆるそれをどうするのかという

のはこの議会で判断しなくちゃいけないということですので、水谷議員のおっしゃったよう

に、私も第１号の緊急質問のほうは値しないという判断をいたしています。別々に判断して

ください。第２号に関しては当然ですが、緊急質問に当たるという判断で、あと時間のこと

は議長の裁量の中で、では何分とかそういうのはまだ申し合わせ事項ができておりませんの

で、それは議長の判断に託すということで、私の判断でありますので、１号、２号をちょっ

と別に判断していただきたいと思います。お願いします。 

○議長（松岡光義君） 今、服部議員は規約ができておりませんもので、緊急質問の。議長の
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きょうは判断やということでございます。 

〔15番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 星野議員。 

○15番（星野勇生君） 混乱をさせております。大変恐縮ですが、ただ、はっきり申し上げま

すと、きょうは議会運営委員会で緊急性を認めていただきました。水谷議員のおっしゃるの

は間違いないです。服部議員の会議規則に基づいてもまさにそのとおりです。しかし、３月

３日の一般質問締め切りで物理的に可能であったかどうか。それは今後皆さんに判断してい

ただければ結構です。本日は今これ以上言っておっても大変恐縮ですので、緊急質問の１に

ついては取り下げを行いたいと思いますので、議長、そちらのほうを先に諮ってください。

それから、２については時間内でなくて、時間外で緊急質問として先ほどから申し上げてお

るように、たとえ10分でもいいので御厄介になれたらと思いますが、その辺、お諮りくださ

い。 

○議長（松岡光義君） それでは今、星野議員から言われました１番を取り下げて、簡単に言

いますと、副市長の件を取り下げますよと、こういうことで、あとの災害のものを緊急質問

にして、きょうに限り10分を追加します。 

〔「それ、議長、諮らなあかん」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松岡光義君） きょうに限り、よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松岡光義君） ごめんなさい、申しわけございません。きょうに限りです。 

 ごめんなさい、その前に市長から一つ訂正がございますということで申告がありましたの

で、お願いいたします。 

○市長（松永清彦君） 副市長の件が問題になっておりましたので、副市長ではなく市長でご

ざいますが、先ほど国体の競技を公式競技は高校の女子のバレーボール、尐年のバレーボー

ル、それから、カヌー競技でございました。それを先ほどビーチバレーと何か申し上げたよ

うでございますので、訂正をしたいと思います。ビーチバレーはデモスポでございます。そ

れから、公開競技としてトライアスロンを予定いたしておりますので、よろしくお願いを申

し上げます。 

○議長（松岡光義君） それでは、進めます。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎緊急質問 

○議長（松岡光義君） 日程第３で緊急質問を議題といたしますとお諮りします。 

 会議規則第63条第２項の規定により、緊急質問を許可することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松岡光義君） 異議なしと認めます。よって、星野勇生君の緊急質問を許可いたしま

す。 

 議事の円滑な進行のため、一般質問を行い、次に緊急質問を行ってください。ただし、緊

急質問がその趣旨に反すると認めたときは、会議規則第63条第３項の規定により直ちに静止

いたします。一般質問は40分以内といたします。緊急質問は10分以内といたします。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇ 星 野 勇 生 君 

○議長（松岡光義君） それでは、星野勇生君の質問を許可します。 

〔15番 星野勇生君 登壇〕 

○15番（星野勇生君） 10番目の議員として登壇させていただきました。大変御迷惑をおかけ

いたしましたが、とりあえず一般質問のほうを進めさせていただきます。 

 私は通告書に従いまして、海津市中期財政計画と海津市総合開発計画について市長にお尋

ねをしたいと思いますし、きょうは大変お忙しい中、教育委員会委員長様、御出席をいただ

いて委員会の方向性についてもお尋ねをしたい。当然教育長にもお尋ねをすることになると

思いますので、よろしくお願いを申し上げます。 

 海津市誕生からやがて７年を迎え、平成23年度予算が提案されました。それぞれ海津市総

合開発計画の基本構想、基本計画、実施計画に基づき成案されたものと考察いたします。一

方、海津市中期財政計画は平成19年12月に発表され、財政収支試算として公開されています。

その中で注目すべきは、既に扶助費や公債費の義務的経費の増加が見込まれ、財政の硬直化

が懸念される。よって、財政運営の健全化の必要性が求められると健全化計画の必要性がう

かがえます。しかし、歳出の見積もり、いわゆる歳出を試算する過程で普通建設事業費の積

算見込み違い、言いかえれば実施計画や主要事業計画の不備によるものではと判断するのは

性急でしょうか。 

 そこで、次の点についてそれぞれお答えください。 

 １点目、海津市総合開発計画の基本計画は2011年で前期が終了しますが、この際、基本構

想も含め見直しの方向で検討しては。 

 ２点目、現在公開されている海津市中期財政計画は現状にアジャストしていません。よっ

て見直しが急務と考えるが、市長の見解は。 

 ３点目、市長就任２期目の折り返し年を迎え、過去６年間を振り返り、市長みずからによ

る評価は。 

 ４点目、海津市の重要施策の一つである南濃町地内中学校適正配置について。海津市教育

委員会は平成23年１月31日付、中学校統合計画を見直し、南濃中学校の存続を求める要望に

対して、今後延期する方向で市長、議会等関係機関と調整を図ると回答されていますが、教
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育委員会の機関決定でしょうか。であるならば、その顚末について教育委員会委員長に報告

されるよう求めます。 

 また、南濃町地内３中学校統合基本計画策定委託業務報告書や、平成21年度教育委員会の

点検・評価報告書の内容について教育長はいかが判断されていますか。 

 ５点目、海津市条例第31号による海津市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条

例（抄）ですが、第２条、改正規定の見直しについて市長の見解は。 

 引き続いて緊急質問のほうをお願いしておきます。これは皆さん、けさほど被災者に対し

てそれぞれのお言葉がありましたが、この東日本大震災について市長にお尋ねをしておきま

す。 

 平成23年３月11日、午後２時46分ごろ発生の三陸沖を震源とする地震が発生しました。当

然職員は勤務時間内の出来事であり、冷静かつ迅速に対忚されたと思われますが、次の点に

ついてお尋ねをいたします。 

 １点目、被害を想定しての初動体制は。２つ目、住民の安全確認は。３つ目、休日職員の

対忚は。４点目、緊急消防援助隊への参加は。５点目、被災地への支援計画について。６点

目、海津市防災計画の不備はありませんか。 

 以上、お認めをいただきました緊急質問でございます。よろしくお願いをいたします。あ

りがとうございました。 

○議長（松岡光義君） 星野勇生君の質問に対する市長及び教育委員長、教育長の答弁を求め

ます。 

 初めに、市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 星野勇生議員の海津市中期財政計画と海津市総合開発計画についての

御質問にお答えします。 

 １点目の海津市総合開発計画の後期計画を作成する際に、基本構想も含め見直しを検討し

てはとのことについてですが、海津市総合計画の基本構想は本市の目指す将来像、協働が生

み出す魅力あふれるまち海津の実現のための施策の大綱を示したもので、平成19年度から平

成28年度までの10年間としております。総合開発計画の基本構想は、市の将来的な目標を長

期的に提示するものであり、後期計画を作成する際に見直しをする予定は現時点ではござい

ません。 

 なお、基本構想をもとにして施策についての現状と計画目標を示した基本計画は、平成23

年度に前期５カ年の計画が終了するため、現在これまでの進捗状況を踏まえるとともに、前

期基本計画の内容を点検、評価し、後期基本計画を策定中であり、まとまりましたら報告を

させていただく予定でいますので、よろしくお願いいたします。 
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 また、基本計画の中に示された施策の具体的な内容を示した実施計画については、毎年３

カ年のローリング方式により、情勢の変化に対忚した計画の見直し及び変更を行っています

ので、今後も引き続き実施してまいります。 

 ２点目の現在公開されている海津市中期財政計画の見直しに対する見解でございますが、

御承知のように、現在公開しております中期財政計画は平成19年12月に計画期間を平成20年

度から平成26年度までの７カ年とし、限られた財源を効果的に活用するため、施策の重点化

や経常的な経費の縮減などに努めることを基本的な考え方として策定したものであります。

しかしながら、星野議員が申されますように、本計画策定後の平成20年９月、サブプライム

ローン問題で米国証券大手リーマン・ブラザーズが破綻し、同年末には世界の経済環境が激

変し、100年に一度という未曾有の危機に陥り世界経済が失速、その影響が本市も含め、は

っきりと日本経済にあらわれ、平成21年度の経済見通しはＧＤＰ実質成長率をゼロ％、いわ

ゆる政府の政策目標である経済見通しをゼロ成長とするなど極めて厳しい経済環境となり、

現在では、景気は一部には持ち直しに向けた動きはあるものの、まだ足踏み状態にあり、失

業率が高い水準にあるなど依然として厳しい状況が続くと予測されています。 

 こうした中にあって、本市におきましても自主財源の基幹である市税の確保が２カ年続け

て減尐し、計画策定時に比して非常に厳しい状況となるなど、歳出においても扶助費的な経

費などが増大するなど一部現実から乖離する部分もあらわれてまいりました。そこで、現在

は昨年の統合庁舎関係の一般質問、本日の御答弁の際にも申し上げてきておりますように、

その都度現実を直視しながら財政シミュレーションを繰り返し、財政運営に当たっていると

ころであります。 

 なお、公開しております中期財政計画につきましては、現在御提案させていただいており

ます平成23年度当初予算をもとに改訂を進めておりますので、早期に議会の皆様に御説明さ

せていただきたく存じておりますので、星野議員におかれましては、御理解賜りますようお

願いを申し上げます。 

 ３点目の過去６年間を振り返ってみずからの評価についてですが、私は市長に就任させて

いただいてから間もなく６年が過ぎようとしております。これまでの市政運営に対して、議

員各位を初め、市民の皆様の格別なる御支援、御協力に心から感謝を申し上げます。私は市

長に就任以来、海津市総合計画の本市の目指す将来像である協働が生み出す魅力あふれるま

ち海津の実現に向け、市民参画の市政を基本理念として、市民の皆様と行政とが対等な立場

でそれぞれが役割と責任を持ちながら、目標の達成に向け、学校給食センターの建設、公共

交通機関の整備、子育て支援の充実、海津苑のリニューアル等、合併協議時における各種課

題や施策に対しても精力的に取り組んでまいり、平成21年６月には1,050のすべての合併調

整項目についても終了することができました。 
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 また、長引く景気低迷に伴い、市税収入を初めとする歳入の減尐等、極めて厳しい状況下

の中でも市民ニーズに的確かつ迅速に対忚できる効率的な行政サービスを提供できるよう、

行政改革大綱と具体的な取り組みを示した集中改革プランに基づき、簡素で効率的な行政運

営を進めてまいりました。 

 私は常に海津市の将来を見据え、新たな改革に積極的に取り組むとともに、非常に厳しい

社会情勢の中にあっても、市民の皆様が元気で幸せに暮らしていただけるよう今後もさらな

る努力をし、市政の運営を図っていきたいと思っておりますので、議員各位を初め、市民の

皆様により一層の御支援、御協力をお願い申し上げます。 

 以上、星野勇生議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 次に、教育委員長 近藤昇司君。 

〔教育委員長 近藤昇司君 登壇〕 

○教育委員長（近藤昇司君） 星野勇生議員の今後延期する方向で市長、議会等関係機関と調

整を図るとの回答は機関決定であるのかとの御質問にお答えさせていただきます。 

 中学校の適正配置問題につきましては、先ほど来、教育長が申し上げておりますように、

公式あるいは非公式に会議を開き、幾度も協議を重ねてきたところでございます。石津代表

者会からの質問に対する回答期限は２月10日となっておりました。それで、２月８日に行わ

れた第２回教育委員会において何らかの方向性を示す必要性がございました。委員会では確

認のため委員それぞれに意見を述べてもらいました。私は地域からの意見を尊重するが、条

例等の関係もあり、市長の意見を聞く必要があるとの意見を述べました。この私の意見に２

人の委員さんは全く同意の御意見をいただきました。残りお二人は平成26年４月の統合は時

期尚早、また、基本的に統合は子供たちにとって一番いいと思うし、間違いないが、要望、

尐子化の状況、通学方法の問題を考えると延期したほうがよいと思うというものでした。委

員全員が延期する方向で調整するということについては意見が一致しており、教育委員会と

しての合議は整っているものの、条例等の関係もあることから、私と教育長が市長の意見を

聞くということで委員の皆さんから委任されました。翌９日には市長に会って意見を聞き、

今回の回答に至った次第であります。 

 なお、各委員には２月10日に回答書の写しを配布し、お知らせさせていただいておるとこ

ろでございます。 

 また、延期期間や条例案などの年度内結論は困難と言わざるを得ず、３月８日に開かれた

第４回教育委員会において、中学校の適正配置についてとの議案において、最終的な結論に

つきましては、年度を越えますが、市長、議会との調整を図り、できるだけ早く出すことに

なりました。 

 以上、星野勇生議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 
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○議長（松岡光義君） 次に、教育長 平野英生君。 

〔教育長 平野英生君 登壇〕 

○教育長（平野英生君） 星野勇生議員の南濃地内の３中学校統合基本計画策定委託業務報告

書や、平成21年度教育委員会の点検・評価報告書の内容について、教育長はいかに判断され

ていますかについての御質問にお答えします。 

 まず、南濃地内３中学校統合基本計画には、多様な個性や能力を十分に伸ばし、多様な学

習機会を提供する地域の信頼にこたえる中学校づくりと望ましい中学校像を描いています。

私は、この理想は中学校適正配置の指針として大変重要な位置づけにあると考えております。 

 また、平成21年度教育委員会の点検・評価報告書についてですが、学校教育の充実という

項目の中に、中学生ではキャリア教育に力を入れており、仕事のやりがいや厳しさを肌で感

じるとともに、地域とのつながりを強化し、ふるさとを愛する心の育成にもつながっていま

すと記されています。私は小中学校の義務教育過程におきましては、子供たち一人一人が社

会人として経済的にも自立し、社会的にも自立できる人間づくりの基礎をつくるものだとと

らえています。そのためにはどの子も自分なりに夢や目標を持ち、その目標に向かって精い

っぱい努力することを目指しております。その努力の結果として自分なりの可能性が発見で

きます。この目標、努力、発見の３つのキーワードは心身ともに成長する中学校時代は特に

大切だと思っています。自分なりの夢や目標を持つためには、部活動等において選択の幅が

たくさん持てるということ、また、新しい仲間、多くの仲間と出会うことが大切であると考

えております。生徒がどの子も目を輝かせて目標に向かって活動するような教育を目指して

おるところでございます。 

 以上、星野勇生議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 次に、市長 松永清彦君。 

〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 星野勇生議員御質問の海津市条例第31号による海津市立小学校及び中

学校設置条例の一部を改正する条例の第２条、改正規定の見直しについて市長の見解はにつ

いての御質問にお答えします。 

 南濃地域の中学校適正配置をめぐる動きにつきましては、その都度教育長より報告を受け

てまいりましたし、石津代表者会の皆様とも話し合いを持ちました。六鹿議員御質問の折に

答弁いたしておりますが、今後教育委員会の結論に基づき、改正規定の見直しを行ってまい

りたいと存じます。 

 以上、星野勇生議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 次に、緊急質問のほうをお願いいたします。 

 市長 松永清彦君。 
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〔市長 松永清彦君 登壇〕 

○市長（松永清彦君） 星野勇生議員の東日本大震災についての御質問にお答えいたします。 

 まずは、今回の大震災によりまして被災された多くの皆様に対しまして、改めて衷心から

お見舞いとお悔やみを申し上げ、一日も早い復興を祈念いたしたいと存じます。 

 １つ目の被害を想定しての初動体制はとの御質問につきましては、御承知のとおり、東北

地方太平洋沖地震は平成23年３月11日金曜日、午後２時46分に発生しました。当然のことな

がら各部署においてこの地震に対する対忚をしておりますが、海津市といたしましては、同

２時54分の岐阜県防災行政無線ファクスによって、岐阜地方気象台発表の各地の震度に関す

る情報を入手し、海津市の震度が４でありますことを確認。同３時03分、海津市地域防災計

画に基づいて、地震発生時の非常配備である警戒第１体制といたしました。この体制は消防

課防災係３名、総務課２名、その他市長が必要と認めた職員を配備対忚課としてあらかじめ

しているものですが、御質問にありましたように、通常の勤務時間内でございましたので、

それぞれが所管する施設の巡回あるいは被害状況調査や情報収集に着手いたしております。

今回は部署ごとにそれぞれ余裕を持って対忚することができたものと存じております。 

 次に、第２の住民の安全確認はとのことでございますが、地震発生時には発生時から短時

間に119番通報が集中すれば被害の概要が推測されますので、消防本部通信司令室を通常２

人体制から日勤者を加えた４人体制に強化いたしております。また、消防車、ポンプ車によ

る市内巡回に加えて、消防団の一部の分団では管轄校下を自主的に巡回していただいたとい

う報告もいただいております。加えて先ほどの初動体制でも申し上げましたが、市の各部署

が所管する施設の巡回あるいは被害状況調査に出向くために市内をくまなく走り、あわせて

市民の安全確認をいたしたところであります。 

 第３番目の休日職員の対忚はとの御質問でございますが、地震発生の翌日から土曜日、日

曜日の休日でございましたので、その２日間は海津市として何をしていたのかとの御質問と

解釈いたしまして答弁いたします。 

 徳川御三家附家老関係５市の間で平成21年に大規模災害時における相互忚援に関する協定

書を取り交わしておりますので、その協定に基づきまして、茨城県高萩市から３月12日の早

朝に食料と飲料水の物資搬入要請がございまして、総務部、企画部と消防本部が連絡調整し

ながら物資の運搬、集積の上、支援車両への積み込み、並行して派遣職員の人選、連絡の上、

身支度をいたし、同日午後１時に救援物資輸送隊の第１次隊として高萩市に向けて出発いた

しました。翌日午前１時13分に高萩市役所に到着いたしております。その翌日、３月13日日

曜日は第１次隊からの現地状況報告に基づいて、いまだ食料と飲料水不足との情報から、前

日と同様に物資の運搬、集積の上、支援車両への積み込み、並行して派遣職員の人選、連絡

の上、身支度をして同日午後１時20分、救援物資輸送隊の第２次隊として高萩市に向けて出
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発をさせました。翌日午前０時50分に高萩市役所に到着しております。 

 輸送した物資の内訳は、１次と２次と合わせて保存水が1.5リットルペットボトル866本、

アルファ化米が3,900食、缶入りソフトパン720食、水袋１リットル２枚入り１セットが120

セットでございます。派遣職員は１次隊が総務課生活安全係２人と消防本部２人の４人がワ

ンボックスカー２台で物資輸送をし、２次隊は南濃と平田市民窓口課からそれぞれ１人と消

防本部２人が旧の給食車と消防本部のバン車両の２台で輸送しております。 

 次いで４の緊急消防援助隊の参加はとのことでございますが、地震発生後11日の午後３時

30分には西濃ブロックの代表本部の大垣消防組合から岐阜県緊急消防援助隊の編成の可能性

がある旨と、当市は救急隊１隊の割り振りとの情報から、その隊編成と準備を進めまして、

午後４時53分に正式な出動要請がありまして、午後５時09分に岐阜県隊の１隊として出動し

ております。岐阜県隊は主に福島県郡山市と相馬市付近で活動しているとの連絡が入ってお

ります。交代要員である第２次隊は13日日曜日、午後６時20分に岐阜羽島インターチェンジ

で集結、出発し、14日午前７時49分に１次隊から活動を引き継いだとのことでございます。

未曾有の大災害でございますので、今後も第３次隊、第４次隊へと継続するのではないかと

思慮されるところでございます。 

 次に、５の被災地への支援計画についてでございますが、地震発生から本日で４日目を迎

えているところでございまして、これまでは総務省消防庁からの要請に基づく人命救助支援、

相互忚援協定に基づく食料、飲料水等の必要物資支援を実施してまいりましたが、今後日時

の経過に伴って、被災地に必要な支援は多岐に変化しているものと存じます。支援の押し売

りとならないよう、今後の被災地情報を的確に把握するとともに、まずは国あるいは県から

の支援要請に確実にこたえてまいりたいと存じております。 

 なお、被災地への義援金を海津市で受け付けて支援してまいりたいと考えておりますので、

よろしくお願いを申し上げます。 

 最後に、６の海津市防災計画の不備はありませんかとの御質問でございます。 

 当市の海津市地域防災計画は平成19年３月に策定したものでございまして、特に同規模自

治体の計画を参考にさせていただいたものであります。しかしながら、今回の大規模地震を

教訓に想定被害規模の見直しにあわせて、津波災害の可能性と直近の原子力発電所事故の影

響を踏まえた計画として、国や県の指示、指導を仰ぎながら適切な見直しを図りたいと考え

ているところでございます。 

 以上、星野勇生議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（松岡光義君） 再質問ございませんか。 

〔15番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 星野勇生君。 
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○15番（星野勇生君） 緊急質問すると、前段の部分と非常に長くなってしまって、こうして

行うのに最初の部分が相当消えています。したがって、議長の進行ですのでとやかく申し上

げませんが、前段の部分と後段の部分を分けて今後対忚できるように協議をお願いしたいと

思います。 

 まず、総合開発計画の基本構想については、10年間を見通しての海津市のまちづくりの根

幹をなすものである、こう市長がおっしゃいました。正しいお答えでありますが、余りにも

スケールが大きくて、海津市が目指すものは一体何であろうか、こういうのが垣間見えます。

ここに2005年の庭園都市を目指した市政要覧があります。それから、現在動いておりますの

がこの立派な開発計画です。この開発計画の前段にその構想が述べてありますが、それでは

一体全体これは何をするんだろうということです。先ほど来、市長からお答えいただいてお

りますが、本年2011年をもって前期が終わりますので、５年間を見直して次のステップに進

むというお答えでしたが、見直しの基準はどんなものをお持ちですか。お答えください。 

 議長、短い時間ですので、速やかにお願いします。 

○議長（松岡光義君） 企画部長 福田政春君。 

○企画部長（福田政春君） 今回、平成23年度をもちまして前期計画が終了するわけでござい

ますが、基本計画、基本構想をもとにいたしまして、後期これから５カ年分につきましての

施策の方向並びに戦略プロジェクトにつきまして、今後後期の５カ年につきましての見直し

を図っておるところでございます。 

〔15番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 星野勇生君。 

○15番（星野勇生君） 議長、本当に申しわけない。短い時間で限られておりますので、速や

かな御回答をいただきたい。できなかったら時計、とめてください。 

 ただいまの部長のお答えですが、この基本計画書に基づくと、平成20年から24年と書いて

あります。その中に基本的な考え方、これが示してあります。基本的な考え方というのは、

ここに書いてあるのは実施計画が財政の肥大化を招かないように、こう書いておるんですよ。

そういった過去に示したものについてどういった基準で肥大になっていくのか、肥大になら

ないのか。その基準を私は教えてほしいんです。その基準。 

○議長（松岡光義君） 企画部長 福田政春君。 

○企画部長（福田政春君） 基準と申しますのは、中期財政計画が策定されておりまして、そ

の財政計画を一つの目安といたしまして、実施計画の今後５カ年につきましての見直しも図

っているところでございます。 

 以上でございます。 

〔15番議員挙手〕 
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○議長（松岡光義君） 星野勇生君。 

○15番（星野勇生君） 私は今やっていることを聞いておるんじゃなくて、そのやっておる基

準を聞いております。その中で中期財政計画が出てまいりました。これはだれが判断しても

非常に難しいものです。先ほど市長がお答えになったように、世界の情勢が非常に変わって

きている。計画が非常に短期でしないとわからないというのが現下であります。 

 先ほど来出ている中期財政計画、これは現在もネットで調べるとこれしか出てこないんで

すね。木村課長、そうでしょう。違いますか。 

○議長（松岡光義君） 財政課長 木村元康君。 

○総務部財政課長（木村元康君） 現在公開をしておりますのは、平成19年に策定をされてお

ります中期財政計画のみでございます。 

〔15番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 星野勇生君。 

○15番（星野勇生君） したがって、企画部長が説明されたのは、基準を聞いたのは結局海津

市の懐にあわせて将来計画をつくるんでしょう。それが基準だろうと私は思います。この中

期財政計画書を見る限り、平成23年度推計が載っています。この金額が今回出された予算の

総額に相当乖離をしております。これはどういった原因でこうなっておるのか。市長は平成

23年度予算を基本に見直しを図る、そういうお答えをいただいたんです。先ほどネットで発

信しておるとおっしゃいましたね。これはどこの国におっても海津市の財政がわかるんです

よ。そういった時代でありながら、こういったものがまだ出されていない。そういった何で

出していないのかお答えください。 

○議長（松岡光義君） 総務部長 後藤昌司君。 

○総務部長兼市民福祉部長併選挙管理委員会事務局長（後藤昌司君） 先ほどの御質問にお答

えさせていただきますが、この中期財政計画につきましては、平成19年12月に作成させてい

ただいたものでございます。議員のお言葉をおかりいたしますと、普通建設事業費の積算見

込み違いというお言葉を使っておみえになりますが、具体的には統合庁舎、それから中学の

統合などの事業費等が圧縮された数値で実際には計算されております。そういったものを実

際の数値に置きかえまして、いろんな財政支出をより正確なものに今後改めてまいりたいと

いうふうに考えております。今現在、その中期財政計画を更新中でございますので、その計

画書がまたでき上がりましたら、早い段階で議員の皆様方にまた公開をさせていただきたい

というふうに考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 以上でございます。 

〔15番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 星野勇生君。 
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○15番（星野勇生君） ありがとうございます。なるべく早い時期にお出しいただいて、海津

市の状況を市民にお知らせする、そういったことが今求められているのではないでしょうか。

その財政計画書の中に貴重な文書が載っております。お持ちでしたら見てください。13ペー

ジの補助金等というものの見直しについて掲げております。こういったものは当然重要視す

るものであると思いますが、今後の検討課題としてください。それで結構です。 

 最後に、この中期財政計画書の一番最後にこんなことが書いてあります。毎年ごとに社会

経済情勢の変化等を踏まえ、計画内容等について必要に忚じて見直しを行っていきます。ま

た、見直しを行った中期財政計画は市の広報やホームページで公表します、こういった約束

事が書いてあることは今後お守りいただきたいと思います。 

 次に移ります。 

 中学校の問題については多くの議員からありました。それぞれお答えをいただいておりま

すが、これも見てください。これ、海津市のホームページです。ここの中に当時の問題とか

基本概要とかが全部羅列してあります。これ、皆さんにしたらこれしかわからないんですよ

ね。この中に当時説明に歩いたときの問答集が載っています。今問題になっている通学が基

本ですが、これについても当時質疑の中にありました。下多度地域について今後説明に上が

りますとおっしゃいましたが、こういった結論を出すまでに下多度小学校校下で何を言って

きたか。この反省ができていないんじゃないでしょうか。教育長、どうですか。 

○議長（松岡光義君） 教育長 平野英生君。 

○教育長（平野英生君） そういったことについてもいろいろ自分なりに思いをはせながらい

ろんな発言をしているつもりでおりますけれども、総括的な形でまた今後説明会等で説明し

ていきたいと思っています。 

〔15番議員挙手〕 

○議長（松岡光義君） 星野勇生君。 

○15番（星野勇生君） くしくもきょうは昨年８月に開かれました子ども議会のことが出まし

た。その席上、子供の質問に教育長はお答えしておられますね。その内容は簡単に言えば、

今の計画を推進していくそのためには教育環境の整備が皆さんにとって必要ですよという答

えだったと思います。急にこの時期になって変わってしまったのかな。近藤委員長から先ほ

ど聞いたら、報告の中にはそれぞれ御意見があることは私も承知をいたしております。この

中学校の統合についての歴史は非常に長い。平成４年から学校を考えるということで南濃町

が勉強して、広報なんのうに連載をされております。私がお世話になった平成７年は基本構

想が出た年です。それから紆余曲折あって次、南濃町地内９カ所において意見の集約をされ

た記録が残っておりますが、今問題になっておるのは既にその時点で教育委員会として、ま

た地域に了解を求めておる部分なんです。もう一回原点に戻しておっしゃるなら、原点に戻
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すような形で歴史上の問題を解決しながら方向を見出してほしいと思います。 

 これ非常に難しい話なんですが、先ほどおっしゃったのは確かに民意です。民意であるこ

とは間違いありません。頼むに中学校を残してくれ、南濃中学校。けさ、東京都知事の発言

が新聞に載っております。これは誤解を招く言葉でありますが、この中に通常使わないポピ

ュリズムという活字が載っています。これは言わなくてもいい言葉だろうと思いますが、こ

ういった声をまともに受けてしまったら教育現場の方向性が見出せない、そう思いますが、

教育長、いかがか。 

○議長（松岡光義君） 教育長 平野英生君。 

○教育長（平野英生君） 先ほど申しましたように、教育のあり方とか中学校教育のあり方等

については、基本的にこういう考えで持っていることについてお話ししましたが、そういっ

た状況と、先ほど一番初め、六鹿議員のときにお話しさせてもらいましたけれども、４つほ

どの話がありました。地域の協力があってこそ学校ができるとか、そういった問題等がまだ

まだたくさん残っておりますので、そういった状況を考えると延期せざるを得ないというよ

うな方向性を持ったわけでございます。 

〔15番議員挙手〕 

○15番（星野勇生君） あと残りありませんので、それでは、地元の声を聞いて地元の学校を

残してこなかった養南中学校の地元はどうするんですか。当時お約束されたことがあるんで

すよ。その努力すらもない。先ほど尐し経過の中でありましたが、南濃中学校のＰＴＡの実

行委員さんの要望書というのはどんなことが書かれておりますか。結局将来、起債の返済に

かかわる子供たちの意見というのは全く聞いていないと思います。今後の対忚を期待してお

ります。 

 次に、緊急質問のほうにいきます。 

 それぞれお答えいただきました。今回の地震は想定外です。確かにそうです。では、想定

外の震災は今までなかったのかというと、私の記憶では雲仙普賢岳の火砕流、阪神大震災、

中越地震それぞれあるんですね。最初にこのくらいの被害があろうという勝手な想像が大き

な被害を出してしまう。初動体制というのは非常に大事であります。住民の安全は全く今回

とられておりませんね。確かに巡回をされました。施設を見てまいりました。本当は市民の

確認が大事なんですよ。こういったことは時間がありませんのでお答えいただければありが

たいと思いますが、次に休日職員というものは、当日は出勤日でしたね。残りの休日職員の

あり方について私は聞いているんです。 

 ４つ目はわかりました。ありがとうございました。 

 ５つ目の被災地への支援計画、これは国・県の支援を待つ必要はありません。自分たちで、

自分たちの知恵で忚援していかないと日本は恥ずかしいです。外国から1,000人を超す救助
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隊が来てくれるのに地域、国が、県がと言っておる時代はもう既に終わっています。やれる

ことをやりましょうよ。 

 それから、防災計画の不備はありませんか。今回一番ネックになっているのが原子力発電

です。我が町は敦賀原発からのエリアは今何キロだろうと想定されておりますか。そういっ

たことでお答えいただければ非常にありがたいと思いますが。 

 提案です。市長、提案。一遍、菅さんがヘリコプターで現地を上空から見られました。お

金かかってもいいので、市長もぜひ見てください。テレビの画面とは全く違うんですよ。そ

れから、23年度中に現在予算化されておりますが、イベント等の中止を私は求めます。もう

おやめになったらことしはどうですか。 

 最後に、消防本部に水槽車がありますが、消防長、この水槽車の目的と利用方法について

今どういうお考えですか。 

 議長、短い時間でお答えいただける分だけいただきたいと思います。 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） 私、ちょうど地震が起きましたとき、文化センターの２階で講演を聞

いておりました。それですぐに立ち帰り、その日の午後、対処をするときに海津市といたし

ましては、非常に今尾小学校のところのちょっと継ぎの部分が２ミリぐらい外れたというこ

とと、それから、非常に軽微な点が３点ほど報告されました。したがいまして、大きな被害

が出ていないという判断をいたしました。それは先ほども申し上げましたように、各課から

の報告を受けたということであります。 

 そして、土曜、日曜日は私も庁舎に出ておりまして、いろんなその後の報告があるのか。

この高萩の対策を練りながら進めておったわけでございました。それから、この先ほどの原

子力の発電の件に関しましては、そういう意識があるものですから御発言を申し上げたとい

うことでありますので、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（松岡光義君） 消防長 田中俊澄君。 

○消防長（田中俊澄君） まず、最初の初動体制は市長が申したとおりでございます。もちろ

んその中に住民の安全ということも含めての市内巡回、それから、津波等も危惧されました

ので、河川等のそういったものは建設部のほうと一緒になって巡回をいたしております。住

宅地域のほうへも巡回車を回しまして、そういった住民の安全等も確認をいたしておったつ

もりでございます。そういったことで、その方面での119番の要請はございませんでした。 

 まず、それで敦賀原発のほうですね。恐らく岐阜県で言うならば飛騨地方、あちらのほう

はもう福井から本当に近うございますので、20キロぐらいかなと。今、本市におきましては

もう尐し距離がございますので、百二、三十ぐらいの距離があろうかと。もちろん風向き等

によりましてもいろんな事象が考えられますので、市長が申しましたように、現在の地域防



－１１９－ 

災計画を今後そういった原子力発電の関係、放射能の関係、それから伊勢からの津波の影響

による相乗といいますか、そういったものも加味いたしまして見直しを図りたい、市長が申

したように、そのように実行してまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

 それから、南濃分署に配備してございます給水車、海津３号車という名称がつけてござい

ます。もちろん平時は火災対忚ということで、そのタンクに５リットルの水槽ですけれども、

水を積んでございます。火災発生時には南濃分所管轄の対忚をいたします。また、こういっ

た飲料水として使う給水と申しますか、そういったことが必要ということになれば、直ちに

水を抜いて洗浄いたしまして、緊急避難的に飲料水で使うということも可能ということを聞

いておりますので、そういった対忚をいたしたいというふうに思っておるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（松岡光義君） はい。 

○消防長（田中俊澄君） すみません、今の私の言葉の中でちょっと単位を間違えまして、水

槽車の容量を５リットルと申したようでございます。５トンでございます。5,000リットル

でございます。申しわけございませんでした。 

〔「議長、お答えもらっとらんやつあるよ。イベント中止を提案したんですけれども、市長、 

 お答えいただいておりません」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松岡光義君） 市長 松永清彦君。 

○市長（松永清彦君） とりあえず直近の３月23日に岐阜県の観光連盟、以前は県が主催をし

ておったんですが、四水会、名古屋の財界人と海津市のいろんなものを物販する会が予定を

されておりまして、これはまず名古屋財界人が200名ほど来るということでございます。そ

れは今、延期をする予定で進めております。そのほかのイベントに関しましては、今後検討

してまいりたいと思いますが、やはりにぎわいも必要であろうということもありますので、

検討課題とさせていただきたいと思います。 

○議長（松岡光義君） これで星野勇生君の一般質問、緊急質問を終わります。 

 これをもって一般質問、緊急質問を終結します。 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ◎散会の宣告 

○議長（松岡光義君） 以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 本日はこれをもちまして散会といたします。 

 なお、次回は３月17日午前９時に再開しますので、よろしくお願いします。御苦労さまで

した。 

（午後４時０５分）  
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